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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

يمِ  َنِ الرَّحِ ِ الرَّْ�  �سِْمِ ا�َّ
 

預言者伝（スィーラ） 

第 11巻 

試練に次ぐ試練 

ラジーウ、マウーナの井戸、ナディール族、恐怖時の礼拝 — クルアーン
と真正なハディースに基づいて 

 

ليَهِۡ رجَِٰعوُنَ ٓ� إ� َّ ن �ِ وإَ� َّ ا �ِ� َّ � صِيبةٌَ قاَلوُٓاْ إ� صَبَٰۡ��مُ مُّ ذآَ أ�  ٱ�َّ�ِ�نَ إ�
「災難に遭うと、『本当にわたしたちは、アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰り

ます。』と言う者、」 

雌牛章 2:156 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

謝辞 

試練に次ぐ試練の中でしもべたちを堅固にし、その忍耐を後の世代の光とされたア

ッラーに讃えあれ。私たちの主、預言者ムハンマド صلى الله عليه وسلم と、その家族と教友たちに祝

福と平安あれ。 

この電子書籍を、最愛の妻 

ザハラ・モハマド・ラティフ； 

愛する子どもたち、 

ムハンマド・ハフィズ、ヌール・ハズワニ、アブドゥル・ハキム、ヌール・ヒダ
ヤ、ノル・アキラ、ノル・アティカ； 

そして義理の子どもたち、 

ファジラ、マレク、ハニン、ファイリザル、フィルワンに捧げます。 

『預言者伝（スィーラ）』第 11巻は、ウフドとハンダクの間の時期を語ります。フ
バイブと殉教したクッラー（クルアーン読誦者）たち、酒の禁止、ナディール族の
追放、そして恐怖時の礼拝です。この知識が「役に立つ知識（イルムン・ユンタフ

ァウ・ビヒ）」となりますように。 
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この電子書籍の表紙について 

この電子書籍の表紙には、人間も動物も描かれていません。描かれているのは、夜

明け前のアラビアのオアシスです。小さな丘の上には古い石の砦の廃墟があり、そ

の周りを暗いナツメヤシ園が囲んでいます。手前には低い土壁と若いナツメヤシが

並び、うっすらとした霧に包まれています。空にはまだ三日月といくつかの星が輝

き、地平線には夜明けの光が見え始めています。 

砦とナツメヤシ園は、ナディール族の砦とそのナツメヤシの木々を思い起こさせま

す（集合章 59:2、5）。彼らはその砦がアッラーの定めから自分たちを守ってくれる

と思っていました。静かな夜は、ウフドとハンダクの間にムスリムが経験した試練

に次ぐ試練を、夜明けの光は困難の後に来るアッラーの助けと希望を象徴していま

す。 

下部の紺色の帯は、細い金色の線に縁取られ、著者名が記される場所です。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

目次 

試練に次ぐ試練  —  はじめに 

1. ウフドの後：敵が大胆になる  —  スィーラ書 

2. ラジーウの出来事  —  『サヒーフ・ブハーリー』3045 

3. フバイブと一房のブドウ  —  『サヒーフ・ブハーリー』3045 

4. 殉教前の二ラクアの礼拝  —  『サヒーフ・ブハーリー』3045 

5. アースィムと守護の蜂  —  『サヒーフ・ブハーリー』3045 

6. マウーナの井戸：七十人のクッラー  —  『サヒーフ・ブハーリー』4090 

7. 「カアバの主にかけて、私は勝利した！」  —  『サヒーフ・ブハーリー』4092 

8. 災難時のクヌート（クヌート・ナーズィラ）  —  『サヒーフ・ブハーリー』1003 

9. 「私たちの民に伝えてください」  —  イムラーン家章 3:169–170 

10. 酒の禁止  —  『サヒーフ・ブハーリー』2464 

11. ナディール族の裏切りの企て  —  食卓章 5:11 

12. 包囲と追放  —  『サヒーフ・ブハーリー』4028 

13. ナディール族のナツメヤシ  —  『サヒーフ・ブハーリー』4031 

14. 偽信者たちの偽りの約束  —  集合章 59:11 

15. ファイ（戦わずに得た財）  —  『サヒーフ・ブハーリー』2904 

16. 集合章（スーラ・アル＝ハシュル）  —  集合章 59:2 

17. ウンム・サラマと災難の祈り  —  『サヒーフ・ムスリム』918 

18. ザイド・ブン・サービト、ユダヤ文字を学ぶ  —  『スナン・アビー・ダーウード』
3645 
19. ザート・アッ＝リカーウ  —  『サヒーフ・ブハーリー』4128 

20. 「誰がお前を救えるのか？」  —  『サヒーフ・ブハーリー』2910 

21. 恐怖時の礼拝（サラート・アル＝ハウフ）  —  『サヒーフ・ブハーリー』942 

22. 約束のバドル  —  イムラーン家章 3:175 

23. 本巻の物語の典拠  —  図；表 

24. ハサンとフサインの誕生  —  『サヒーフ・ブハーリー』3749、3753、2704；ティルミズ
ィー 3768 

25. ヒジュラ暦 4年の遠征隊（サリーヤ）  —  表；『スナン・アビー・ダーウード』1249 

26. 本巻の人物  —  表 

27. 出来事の場所  —  地理の表 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

28. 年表：ヒジュラ暦 3年ラマダーンから 4年シャウワールまで  —  表 

29. 「試練に次ぐ試練」についてのよくある質問  —  12の質問 

30. 教訓と結び 

参考文献 

支援と寄付 

色の見方：緑の枠 = クルアーンの節；金色の枠 = ハディース；茶色の枠 = スィーラの注（スィーラ書
の伝承）；青い表 = 比較。青い下線の伝承者名をクリックすると、sunnah.com の伝承者のページが開
く。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

試練に次ぐ試練 
『預言者伝（スィーラ）』第 10 巻はウフドで終わりました。傷、殉教者、そして

「日々は人々の間で巡り変わる」というアッラーの約束です。その後の二年間、ウ

フド（ヒジュラ暦 3年シャウワール）からハンダクの戦い（ヒジュラ暦 5年シャウワ

ール）まで、ムスリムは試練に次ぐ試練を経験しました。宣教者たちは裏切りによ

って殺され、あるユダヤ部族はアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の暗殺を企て、アラブの諸部族は

マディーナを攻撃しようと大胆になり始めました。 

しかし同じ時期に、アッラーはシャリーア（聖法）を完成させてもいかれました。

酒が禁じられ、恐怖時の礼拝が教えられ、集合章が啓示されました。本巻はこれら

の物語を、クルアーンと真正なハディースに基づいて語ります。スィーラ書の物語

には、その信頼度を記しています。 

 
図 1：ウフドとハンダクの間の年表。 

注：本書のクルアーンの節の日本語訳は三田了一訳による。各ハディースの等級はハディースの枠内

に示している。スィーラ書からの情報は茶色の「スィーラの注」の枠に入れ、歴史的事実には出典の

リンクを付している。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ウフドの後：敵が大胆になる 

ウフドでの敗北は、マディーナの外にも影響を及ぼしました。バドルの後には恐れ

を抱いていたアラブの諸部族が、今やムスリムは弱くなったと考えたのです。マデ

ィーナを攻撃するために兵力を集め始める部族もあれば、ムスリムを欺く策略を探

す部族もありました。 

スィーラの注：アブー・サラマとアサド族 

スィーラ書によれば、ヒジュラ暦 4年ムハッラム月、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はアサド族がマ

ディーナ攻撃の準備をしているとの知らせを受けました。預言者はアブー・サラマを約

150 人の教友とともに派遣しました。彼らが素早く到着したため、敵は戦わずに散り散

りになりました。 

アブー・サラマはマディーナに戻りましたが、ウフドで負った傷が再び出血し、間もな

く亡くなりました。その妻ウンム・サラマの物語は、第 17章で語ります。 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』；イブン・サアド
『大伝記集（アッ＝タバカート・アル＝クブラー）』。  

 

バドルの後 ウフドの後 

アラブ諸部族はマディーナを恐れた アラブ諸部族が大胆になり始めた 

ユダヤのカイヌカー族が追放された ユダヤのナディール族が裏切りを企てた 

偽信者たちは身を隠していた 
偽信者たちはますます公然と語るようにな
った 

 
教訓：敵は常に信仰者の弱さを見張っています。しかしアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は、その

状態を長引かせませんでした。マディーナの威信を回復するため、素早く行動され

たのです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ラジーウの出来事 

ヒジュラ暦 4年サファル月、少人数の教友の一団が派遣されました。イブン・イスハ

ークの伝承によれば、イスラームを学びたいと言ったアダル族とカーラ族の求めに

よるものでした。ラジーウという名の井戸で、彼らは裏切られました。アブー・フ

ライラ ��عنه  ا��� ر  はこう語っています： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 3045番 

ثنَاَ   َانِ �دََّ �َ بوُ ا�ْ� �ْ�َ�َ�اَ  أ� هرْيِِّ ، عنَِ  شُعيَبٌْ ، أ� ُّ �ْ�َ�َ�يِ  ا�� سِيدِ  ، قاَلَ أ� �يِ سُفْياَنَ �نِْ أ� �َ�رْوُ �نُْ أ�

قَ�ِّ�ُ  َّ يةََ الث نَّ    �نِْ �اَرِ َ�ْ�ةََ ـ أ� �يِ هرُ ْ��اَبِ أ� َ ـ وهَوَْ �لَيِفٌ لبَِ�يِ زهُرْةََ وكََ�نَ منِْ أ� َ�ْ�ةَ �اَ هرُ ـ    أ�

 َ� َّ� ةً عيَنْاً، وأَ� َّ ي �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� عَ�َ�ةََ رهَطٍْ �َ�ِ َّ ر�� ا��� عنه ـ قاَلَ بعَثََ رسَُولُ ا��

ةِ وَ  ذاَ كَ�نوُا �اِ�ْ�دَأَ� ى إ� َّ نصَْاريَِّ �دََّ �اَ�ِِ� �نِْ �ُ�رََ، فاَنطْلَقَوُا حَ� هوَْ  �لََْ��مِْ �اَ�ِ�َ �نَْ �اَبتٍِ ا���

يباً منِْ ماِئَ�ىَْ بَ�نَْ عسُْفاَنَ �َ ذُ�ِ�وُا ِ��ىٍَّ منِْ هذُيَلٍْ يقُاَلُ �َ�مُْ بنَوُ ِ��يْاَنَ، فنَفَرَوُا �َ�مُْ قرَِ  ومََ�َّ

دوُهُ منَِ ا�ْ�دَيِنةَِ فقَاَلوُ كَ�هَمُْ �َ�رْاً �َ�وََّ ى وَ�دَوُا مأَ� َّ وا آ�اَرهَمُْ حَ� همُْ راَمٍ، فاَقتْصَُّ ُّ ا  رَ�لٍُ، كُ�

 ُ �اَطَ �ِ�مُِ    هذَاَ �َ�رْ �ىَ فدَْفدٍَ، وأَ� َئوُا إ� ْ��اَبهُُ �َ� ا رآَهمُْ �اَ�ِ�ٌ وأَ� َّ وا آ�اَرهَمُْ، فَ�َ� يَ�ْ�بَِ. فاَقتْصَُّ

ِيثاَقُ، وَ��َ نقَْتلُُ منِْ�ُْ� أ�  �ْ�يِ�ُْ�، ولَـَ�ُ�ُ العْهَْدُ واَ�ْ� عْطوُ�اَ �أِ� �دَاً. القْوَمُْ فقَاَلوُا �َ�مُُ ا�ْ�لِوُا وأَ�

 َ �ْقاَلَ � همَُّ أ� َّ ةِ كَ�فرٍِ، الل �ْ�لُِ اليْوَمَْ �يِ ذمَِّ �ِ ��َ أ� َّ �اَ فوَاَ�� ا أ� مَّ ةِ أ� َّ ي ِ� َّ مِ��ُ ال� ا  ا�ِ�ُ �نُْ �اَبتٍِ أ� َّ �ِ�ْ عنَ

َثةَُ رهَطٍْ �اِلعْهَْدِ  لَْ��مِْ ثَ�� بلِْ، فقَتََ�ُ�ا �اَِ�ماً �يِ سَبعْةٍَ، فَ�َ�لََ إ� َّ كَ. فرَمَوَهْمُْ �اِلن َّ ِيثاَقِ،    نبَيِ واَ�ْ�

 ِ وْ�اَرَ قسِِ�ّ طْلقَوُا أ� ا اْ��َ�كْنَوُا مِْ��مُْ أ� َّ ِنةََ ورََ�لٌُ آ�َ�ُ، فَ�َ� نصَْاريُِّ واَ�نُْ دثَ �مِْ  مِْ��مُْ خُبيَبٌْ ا���

 َ نَّ �يِ ه ْ��بَُ�ُْ�، إ� �ِ ��َ أ� َّ لُ الغْدَْرِ، واَ�� وَّ الثُِ هذَاَ أ� َّ �لُُ الث َّ وْثقَوُهمُْ فقَاَلَ ا�� ؤُ��ءَِ �ُ�سْوةًَ. فَ��

�ىَ فقَتََ�ُ�هُ، فاَنطْلَقَوُا ِ��بُيَبٍْ واَ�نِْ دَ  نْ يصَْحَ�َ�مُْ فَ�� روُهُ وَ�اَ�َ�وُهُ �َ�َ� أ� َّ ِ��ُ القْتَْ�َ�، �َ�رَ ِنةََ  �ُ� ث

َارثِِ �نِْ �اَ�ِ�ِ  خُبيَبْاً بنَوُ اْ�� �َْ�رٍ، فاَبتْاَعَ  وقَعْةَِ  بعَدَْ   َ� ى �اَعوُ�ُ�اَ �ِ�َ�َّ َّ �نِْ نوَفْلَِ �نِْ عبَدِْ    حَ�

سِ��اً،   َارثَِ �نَْ �اَ�ِ�ٍ يوَمَْ �َْ�رٍ، فلَبَثَِ خُبيَبٌْ عنِدْهَمُْ أ� منَاَفٍ، وكََ�نَ خُبيَبٌْ هوَُ قتَلََ اْ��

�ْ�َ�َ�يِ   �ِ �نُْ عيِاَضٍ فَ�� َّ نَّ    عبُيَدُْ ا�� َارثِِ أ� �مُْ ِ��نَ اجْتمَعَوُا اسْتعَاَرَ مِْ��اَ    بنِتَْ اْ�� َ�ّ �ْ�َ�تَهُْ أ� أ�

 َ �اَهُ قاَلتَْ فوََ�دَْتهُُ �ُ�لْسِهَُ � �اَ �اَفِ�َ�ٌ ِ��نَ أ� �ذََ ابنْاً �يِ وأَ� �اَرتَهُْ، فَ�� �َ� موُ�َ� �َْ�تَِ�دُّ �ِ�اَ فَ��

https://sunnah.com/narrator/1382
https://sunnah.com/narrator/3801
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/6065
https://sunnah.com/narrator/6065
https://sunnah.com/narrator/4396
https://sunnah.com/narrator/5426
https://sunnah.com/narrator/1124
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ماَ    ُ�َ�ُ قتْ نْ أ� أ� ِيدَهِِ، ففَزَعِْتُ فزَْ�ةًَ عَ�فَهَاَ خُبيَبٌْ �يِ وجَْهيِ فقَاَلَ َ��شَْ�نَْ  ب واَ�ْ�وُ�َ�  �َ�ذِهِِ 

يوَمْاً  لقَدَْ وَ�دَْتهُُ   ِ� َّ سِ��اً قطَُّ �َ�ْ�اً منِْ خُبيَبٍْ، واَ�� يتُْ أ� �ِ ماَ رأَ� َّ فعْلََ ذلََِ�. واَ�� كُنتُْ ���

 َّ ن �َ منِْ �َ�رٍَ وكََ�نتَْ تقَوُلُ إ� هُ �َ�وُثقٌَ �يِ اْ��دَِ��ِ، ومَاَ �ِ�َ�َّ َّ ن كُُ� منِْ قطِْفِ عنِبٍَ �يِ �َ�هِِ، وَ�� هُ �أَ�

خُبيَبٌْ  �َ�مُْ  قاَلَ  اْ��لِِّ،  �يِ  ليِقَْتُ�ُ�هُ  اْ��رَمَِ  منَِ  �َ�جَُوا  ا  َّ فَ�َ� خُبيَبْاً،  رزَقَهَُ   ِ� َّ ا�� منَِ  �َ�زِْقٌ 

نَّ ماَ �يِ �َ�عٌَ لطََ ذَ  وا أ� ُّ نْ تظَنُ َّ قاَلَ لوَْ��َ أ� ركَْعْ ركَْعتََ�نِْ. فَ�َ�كَُوهُ، فرَكََعَ ركَْعتََ�نِْ �ُ� لْ�ُ�اَ  روُ�يِ أ� وَّ

 َ �ِ مَ�ْ�َِ�ي وذَ َّ ىِّ شِقٍّ كَ�نَ �ِ� حْ�ِ�مِْ �دَدَاً. ولَسَْتُ أُ�اَ�يِ ِ��نَ أُقتْلَُ مسُْ�ِ�اً �َ�َ� أ� همَُّ أ� َّ لَِ� الل

َارثِِ، فكََ�نَ خُبيَبٌْ  َ�َ�ُ ا�نُْ اْ�� عِ فقَتَ َّ ممُزَ وْصَالِ شِ�ْ�ٍ  نْ �َ�أَ� يبُاَركِْ �َ�َ� أ� �َ�ِ وَ�� �يِ ذاَتِ ا���

يوَمَْ   �اَبتٍِ  �نِْ  لعِاَ�ِِ�   ُ� َّ ا�� فاَسْتَ�اَبَ  صَ�ْ�اً،  قتُلَِ  مسُْ�ٍِ�  ا�ْ�ئٍِ  لكُِّ�ِ  ا��كَّْعتََ�نِْ  سَنَّ  هوَُ 

ْ��اَبهَُ �َ�َ�هَمُْ ومَاَ أُصِيبوُا، وَبعَثََ �اَسٌ منِْ  أُصِيبَ،   �يُِّ ص�� ا��� �ليه وس�� أ� َّ الن  َ�َ�ْ� فَ��

 ُ هُ قتُلَِ ليِؤُتْوَاْ �ِ�َْ�ءٍ منِهُْ يعُرْفَُ، وكََ�نَ قدَْ قتَلََ رَ� َّ ن �ىَ �اَ�ٍِ� ِ��نَ �دُّثِوُا أ� َ�ٍْ� إ� ارِ قرُ ��ً كُفَّ

�ْ�ِ، �َ�مَتَهُْ منِْ رسَُو�ِ�مِْ، فَ�َْ� منِْ عظُمَاَ�ِ�مِْ يوَمَْ   �َّ�ِ منَِ ا��َّ �َْ�رٍ، فبَعُثَِ �َ�َ� �اَ�ٍِ� مثِلُْ الظُّ

نْ يقَْطعََ منِْ �َ�ْ�هِِ شَيئْاً.   يقَْدرِوُا �َ�َ� أ�

訳： 

アブー・フライラ ��عنه ا��� ر  は言いました：アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は、アースィム・ブン・

サービト・アル＝アンサーリーを長とする十人の偵察隊を派遣されました。 彼らがウス

ファーンとマッカの間のハドアに着いたとき、その知らせがフザイル族のリフヤーン部

に届きました。約二百人の弓兵が彼らの足跡を追い、彼らが食べたナツメヤシの種を見

つけて「これはヤスリブのナツメヤシだ」と言いました。アースィムと仲間たちは彼ら

を見ると高い場所に避難しましたが、包囲されました。敵は「降りて来い。お前たちに

は約束と保証がある。誰一人殺さない」と言いました。アースィムは言いました：「ア

ッラーにかけて、私は不信仰者の保証のもとには降りない。アッラーよ、私たちの知ら

せをあなたの預言者にお伝えください。」 彼らは矢を射て、アースィムと六人を殺しま

した。三人がその約束を信じて降りました。フバイブ、イブン・アッ＝ダスィナ、そし

てもう一人です。捕らえられると弓の弦で縛られました。三人目は「これが最初の裏切

りだ」と言ってついて行くことを拒み、殺されました。フバイブとイブン・アッ＝ダス

ィナは連れて行かれ、バドルの後、マッカで売られました。 ハーリス・ブン・アーミル
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

の一族がフバイブを買いました。フバイブがバドルでハーリスを殺していたからです。

フバイブは彼らの捕虜となりました。ハーリスの娘はこう語りました。フバイブが彼女

から剃刀を借りたとき、彼女の幼い子がフバイブのもとへ這って行き、剃刀を手にした

彼の膝に座りました。彼女がひどく怯えると、フバイブは言いました：「私がこの子を

殺すと恐れているのか。私はそんなことはしない。」 彼女は言いました：「アッラーに

かけて、私はフバイブより良い捕虜を見たことがない。鎖につながれ、マッカには果物

が一つもないのに、彼が一房のブドウを食べているのを見た。それはアッラーが彼に授

けた糧だった。」 彼らがフバイブを殺すために聖域の外へ連れ出したとき、彼は言いま

した：「二ラクアの礼拝をさせてくれ。」 そして言いました。「私が死を恐れていると

思われないのなら、もっと長く礼拝しただろう。」捕らわれの身で殺されるすべての者

のために二ラクアの礼拝のスンナを始めたのは、フバイブでした。 そして彼は詩を詠み

ました。「ムスリムとして殺されるなら、アッラーのためにどちらの側に倒れようとか

まわない……」彼らが殺されたその日、預言者 صلى الله عليه وسلم は教友たちにその知らせを告げられま

した。クライシュ族は、アースィムが自分たちの首長の一人を殺していたため、その遺

体の一部を取りに人を送りました。アッラーは雲のような蜂の群れを送って彼を守ら

れ、彼らはその体を少しも切り取ることができませんでした。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：アブー・アル＝ヤマーン ← シュアイブ ← ア
ッ＝ズフリー ← アムル・ブン・アビー・スフヤーン・アッ＝サカフィー ← アブー・フ
ライラ عنه ا���   ← その中でアッ＝ズフリーは、ウバイドゥッラー・ブン・イヤード；ر�� 

ハーリスの娘からも伝えている。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』ジハードと遠征の書、ハディー
ス第 3045番；第 4086番にも。訳文は一部要約。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:3045 

 

https://sunnah.com/narrator/1382
https://sunnah.com/narrator/3801
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/6065
https://sunnah.com/narrator/4396
https://sunnah.com/narrator/4396
https://sunnah.com/narrator/5426
https://sunnah.com/narrator/1124
https://sunnah.com/bukhari:3045
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

 
図 2：ウフドの後の二つの悲劇。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

二百人に立ち向かった十人 

十人が約二百人の弓兵に包囲されました。アースィム・ブン・サービトは不信仰者

の約束に身を委ねないことを選び、こう祈りました：「アッラーよ、私たちの知ら

せをあなたの預言者にお伝えください。」 アッラーはその祈りを聞き届けられまし

た。彼らが殺されたその日、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は教友たちにその知らせを告げられ

たのです。 

教訓：敵の約束を全面的に信じることはできません。三人目は縛られるとすぐに、

それを「最初の裏切り」と呼びました。そして信仰者が人生の最期にささげる祈り

は、アッラーに聞き届けられるのです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

フバイブと一房のブドウ 

フバイブ・ブン・アディー ��عنه  ا��� ر  はマッカに連れて行かれ、バドルで父を殺され

たハーリス・ブン・アーミルの一族に売られました。彼は何日も捕虜として拘束さ

れ、聖なる月が過ぎるのを待って殺されることになっていました（スィーラ書）。

その間に、上の真正なハディースに記録された二つの出来事が起こりました： 

出来事 教訓 

フバイブの膝の上の幼子と、その手の剃刀 
信義と品性：彼は子どもに復讐しなかっ
た。 

鎖につながれて食べた一房のブドウ 
奇跡（カラーマ）：マッカに果物がないと
きのアッラーからの糧。 

 
その証言は敵自身の娘から出たものでした。「アッラーにかけて、私はフバイブよ

り良い捕虜を見たことがない。」ムスリムの品性は、彼を憎む者からさえ認められ

たのです。 

スィーラの注：ザイド・ブン・アッ＝ダスィナ 

スィーラ書によれば、フバイブの仲間ザイド・ブン・アッ＝ダスィナもマッカで殺され

ました。殺される前、アブー・スフヤーンが彼に尋ねました。「今ここにムハンマドが

お前の代わりにいて、お前は家族と一緒にいられたらと願わないか？」ザイドは答えま

した：「アッラーにかけて、私が家族と座っている間に、ムハンマドが今いる場所で棘

一本に刺されることさえ望まない。」 アブー・スフヤーンは言いました。「ムハンマド

の教友たちがムハンマドを愛するほど誰かを愛する者を、私は見たことがない。」 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』ラジーウの章。  

 
教訓：最も弱い状況にあっても、鎖につながれ死を待つ中でも、信仰者は品性と信

義を守り、アッラーは彼を尊ばれます。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

殉教前の二ラクアの礼拝 

フバイブが殺されるために聖域の外のタンイームへ連れ出されたとき（スィーラ

書）、最後の願いは食べ物でも家族でもなく、二ラクアの礼拝でした。彼はそれを

短くして言いました。「私が死を恐れていると思われないのなら、もっと長く礼拝

しただろう。」 

アブー・フライラは同じハディースの中で言いました：「捕らわれの身で殺される

すべてのムスリムのために二ラクアの礼拝のスンナを始めたのは、フバイブでし

た。」 アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم に認められた一人の教友の行いが、ウンマ（共同体）のス

ンナとなったのです。 

フバイブの詩 

殉教の前、フバイブは詩を詠みました（意味）：「ムスリムとして殺されるなら、

アッラーのためにどちらの側に倒れようとかまわない。それはすべてアッラーの御

前のため。彼がお望みなら、ばらばらになった五体を祝福されるだろう。」 この詩

は『サヒーフ・ブハーリー』3045に記録されています。 

教訓：礼拝は信仰者の最後の拠り所です。フバイブは、どのように、どこで死ぬか

よりも、イスラームの上で死ぬことの方が大切だと教えてくれました。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

アースィムと守護の蜂 

アースィム・ブン・サービト ��عنه ا��� ر  はラジーウの一行の長で、名高いアンサール

の弓兵の一人でした。バドルではクライシュ族の首長の一人を殺していました。そ

のため彼が殉教すると、クライシュ族は証拠とし、また復讐のために遺体の一部を

取ろうと人を送りました。 

しかしアッラーは雲のような蜂の群れを送って彼の遺体を守られ、彼らは少しも切

り取ることができませんでした（『サヒーフ・ブハーリー』3045）。 

スィーラの注：アースィムの誓い 

スィーラ書によれば、アースィムはかつて多神教徒に触れず、彼らにも触れさせないと

誓っていました。ウマル・ブン・アル＝ハッターブは蜂の話を聞くと、こう言いまし

た：「アッラーは信仰あるしもべを、生きている間に守られたように、死後も守られ

る。」 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』；『ファトフ・アル
＝バーリー』ハディース 3045の注釈。  

 
教訓：アッラーはご自身の友（ワリー）たちの名誉を、生前も死後も守られます。

小さな蜂が、殉教者の遺体を守るアッラーの軍勢となったのです。 



 

© 2026年 / 1448 AH 著作権所有 Hj Che Alim Hj Che Haron — ムスリムのための無料版 | ページ：17 / 75 

預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

マウーナの井戸：七十人のクッラー 

同じ月に、さらに大きな悲劇が起こりました。スィーラ書によれば、アーミル族の

長アブー・バラー・アーミル・ブン・マーリクが、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم にナジュドへ

宣教者を送るよう求め、保護を約束しました。アナス・ブン・マーリク ��عنه  ا��� ر  は

こう語っています： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 4090番 

�َ�يِ   ادٍ�دََّ َّ �ْ�َ� �نُْ �َ� ثنَاَ  عبَدُْ ا��� يعٍْ ، �دََّ َ ِ��ُ �نُْ زرُ ثنَاَ  �َ� َ ، عنَْ  سَعيِدٌ ، �دََّ �َِ� ، عنَْ  قتَاَدةَ أ�

�ِ   �نِْ ماَلِ�ٍ  َّ وا رسَُولَ ا�� ةَ وَ�َ�يِ �َ�يْاَنَ اْ��َ�دَُّ َّ نَّ رِ�ْ��ً، وذَكَْواَنَ وعَصَُي ـ ر�� ا��� عنه ـ أ�

�يِ  اءَ  َّ القْرُ �ُ�مَِّ��مُِ  َّا  �ُ� نصَْارِ،  ا��� منَِ  �ِ�بَعِْ�نَ  همُْ  مدََّ فَ�� �دَوٍُّ،   �َ�َ� وس��  �ليه  ا���  ص�� 

ِبِ�ْ�ِ معَوُنةََ قتََ�ُ�همُْ، وَ�دَرَوُا زمَاَ�ِ�مِْ، كَ�نوُا َ��تْطَبِوُنَ �اِ ى كَ�نوُا ب َّ يلِْ، حَ� َّ ُّ�نَ �اِلل يصَُ� �اَرِ وَ ل�َّ

حْياَءِ   حْياَءٍ منِْ أ� بحِْ �َ�َ� أ� �يَِّ ص�� ا��� �ليه وس��، فقَنَتََ �َ�ْراً �َْ�عوُ �يِ الصُّ َّ �ِ�مِْ، فبَلَغََ الن

 َّ نَّ ذلََِ� العْرَبَِ، �َ�َ� رِ�لٍْ وذَكَْواَنَ وعَصَُي ِّ إ� �اَ فِ��مِْ قرُآْ�اً �ُ� �ٌَ� فقَرَأَ� ةَ وَ�َ�يِ �َ�يْاَنَ. قاَلَ أ�

�َِ� �نِْ   رْضَا�اَ. وعَنَْ قتَاَدةََ عنَْ أ� ا وأَ� َّ ناَ، فرََ�ِ�َ عنَ َّ َب ا لقَيِناَ ر َّ � ا قوَمْنَاَ، أ� َّ َلغِّوُا عنَ ماَلٍِ� رفُـِـعَ ب

�ِ ص�� ا�� َّ نَّ �َ�يَِّ ا�� ثهَُ أ� حْياَءٍ منِْ  �دََّ بحِْ �َْ�عوُ �َ�َ� أ� � �ليه وس�� قنَتََ �َ�ْراً �يِ صَ��ةَِ الصُّ

زاَدَ   وَ�َ�يِ �َ�يْاَنَ.  ةَ  َّ وعَصَُي �َ�َ� رِ�لٍْ وذَكَْواَنَ  العْرَبَِ،  حْياَءِ  ُ أ� ثنَاَ    �لَيِفةَ يعٍْ �دََّ َ زرُ ، ا�نُْ 

ثنَاَ   َ ، عنَْ  سَعيِدٌ �دََّ ثنَاَ  قتَاَدةَ �ٌَ� ، �دََّ ِبِ�ْ�ِ معَوُنةََ، أ� نصَْارِ قتُِ�ُ�ا ب بعِْ�نَ، منَِ ا��� نَّ أُولئَكَِ السَّ ، أ�

َا�اً. َ��وْهَُ.   قرُآْ�اً �ِ�

訳： 

アナス・ブン・マーリク ��عنه ا��� ر  は言いました：リウル族、ザクワーン族、ウサイヤ

族、リフヤーン族が、敵に対抗するためにアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم に援助を求めました。預

言者は、当時私たちがクッラー（クルアーン読誦者）と呼んでいたアンサールの七十人

を彼らに与えられました。彼らは昼は薪を集め、夜は礼拝していました。 彼らはマウー

ナの井戸に着くと、裏切られて殺されました。その知らせが預言者 صلى الله عليه وسلم に届くと、預言

者は一か月の間、夜明けの礼拝でクヌートを行い、リウル、ザクワーン、ウサイヤ、リ

https://sunnah.com/narrator/4205
https://sunnah.com/narrator/8418
https://sunnah.com/narrator/3281
https://sunnah.com/narrator/6458
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/narrator/2744
https://sunnah.com/narrator/8418
https://sunnah.com/narrator/3281
https://sunnah.com/narrator/6458
https://sunnah.com/narrator/720
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

フヤーンのアラブ部族に災いを祈られました。アナスは言いました：私たちは彼らにつ

いて啓示されたクルアーンの一節を読んでいましたが、後に廃止されました。「私たち

の民に伝えてください。私たちは主に会い、主は私たちに満足され、私たちを満足させ

てくださった、と。」 

伝承経路： イマーム・ブハーリーは二つの経路で伝えている：アブドゥ・アル＝アアラ
ー・ブン・ハンマード ← ヤズィード・ブン・ズライウ ← サイード（・ブン・アビー・
アルーバ） ← カターダ ← アナス・ブン・マーリク；そして ハリーファ（・ブン・ハイ
ヤート） ← イブン・ズライウ ← サイード ← カターダ ← アナス ر�� ا��� عنه。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』遠征の書、ラジーウ、リウル、
ザクワーン、マウーナの井戸の戦いの章、ハディース第 4090番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:4090 

 

https://sunnah.com/narrator/4205
https://sunnah.com/narrator/4205
https://sunnah.com/narrator/8418
https://sunnah.com/narrator/3281
https://sunnah.com/narrator/3281
https://sunnah.com/narrator/6458
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/narrator/2744
https://sunnah.com/narrator/2744
https://sunnah.com/narrator/8418
https://sunnah.com/narrator/3281
https://sunnah.com/narrator/6458
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/bukhari:4090
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

クッラーとは誰か？ 

彼らはアンサールの七十人で、クルアーンの暗記者であり読誦者でした。アナスは

彼らをこう描いています。昼は薪を集め（別の伝承によれば、それを売ってスッフ

ァの人々の食べ物を買うため）、夜は礼拝していた。彼らはイスラーム第一世代の

学者たちだったのです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

天に上げられたアーミル・ブン・フハイラ 

マウーナの井戸の殉教者の中に、アーミル・ブン・フハイラ ��عنه ا��� ر  がいました。

彼はアブー・バクルの元奴隷で、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم とアブー・バクルがサウルの洞

窟に隠れていたときに羊を放牧し、その後マディーナへのヒジュラに同行した人で

す（第 7巻）。アーイシャ ��ع��ا  ا��� ر  は長いハディースの中で、アーミル・ブン・フ

ハイラはマウーナの井戸の日に殉教したと述べています。 

ウルワの伝承によれば、敵の長アーミル・ブン・アッ＝トゥファイルが殺された者

の一人を指さし、捕虜となったアムル・ブン・ウマイヤに「これは誰か」と尋ねま

した。アムルは「これはアーミル・ブン・フハイラだ」と答えました。アーミル・

ブン・アッ＝トゥファイルは言いました：「彼が殺された後、天に上げられるのを

見た。天が彼と地の間にあるのが見えるほどだった。それから彼は下ろされた。」 

そしてアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は教友たちに告げられました。「あなたたちの仲間は殺さ

れた。彼らは主に願った。『主よ、私たちの兄弟たちに伝えてください。私たちは

あなたに満足し、あなたは私たちに満足されたと。』」（『サヒーフ・ブハーリー』

4093）。 

かつてヒジュラの際にアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم を守るために羊を放牧した元奴隷が、今や

敵自身が目撃するかたちでアッラーに尊ばれたのです。アッラーのもとでの尊さは、

家柄では測られません。 

一日で七十人のクッラーを失ったこと、それはウフドの殉教者の数と同じでした。

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم にとって最も重い災難の一つでした。教訓：知識と宣教には代償

があります。最初の宣教者たちは、命をもってそれを支払ったのです。 

https://sunnah.com/bukhari:4093
https://sunnah.com/bukhari:4093
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

「カアバの主にかけて、私は勝利した！」 

マウーナの井戸の一行の長は、アナスのおじハラーム・ブン・ミルハーンを送り、

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の手紙をアーミル・ブン・アッ＝トゥファイルに届けさせました。

ハラームが彼らと話している最中、彼らが一人の男に合図し、その男が背後から彼

を突き刺しました： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 4092番 

�َ�يِ   انُ �دََّ َّ �ْ�َ�َ�اَ  حِب �ِ ، أ� َّ �ْ�َ�َ�اَ  عبَدُْ ا�� ٌ ، أ� �َ�يِ  معَمْرَ �َ�ٍ ، قاَلَ �دََّ �ِ �نِْ أ� َّ ُ�اَمةَُ �نُْ عبَدِْ ا�� �  ،

هُ �مَـِـعَ   َّ ن �ََ� �نَْ ماَلِ�ٍ أ� ا طُعنَِ �َ�اَمُ �نُْ ملِْ�اَنَ ـ وكََ�نَ �اَ�َ�ُ ـ    أ� َّ ـ ر�� ا��� عنه ـ يقَوُلُ �َ�

 ِ ْـكَعبْةَ َّ قاَلَ فزُتُْ ورَبَِّ ال سِهِ، �ُ� مِ هَ�َ�اَ، فنَضََ�هَُ �َ�َ� وجَْههِِ ورَأَ�  . يوَمَْ بِ�ْ�ِ معَوُنةََ قاَلَ �اِ��َّ

訳： 

アナス・ブン・マーリク ��عنه ا��� ر  は伝えています。彼のおじハラーム・ブン・ミルハ

ーンがマウーナの井戸の日に突き刺されたとき、彼はその血を手に受けて顔と頭に振り

かけ、こう言いました。「カアバの主にかけて、私は勝利した！」 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：ヒッバーン（・ブン・ムーサー） ← アブド
ゥッラー（・ブン・アル＝ムバーラク） ← マアマル ← スマーマ・ブン・アブドゥッラ
ー・ブン・アナス ← アナス・ブン・マーリク ر�� ا��� عنه。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』遠征の書、ハディース第 4092
番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:4092 

 
アナスは別のハディースで、ハラームが「アッラーフ・アクバル！カアバの主にか

けて、私は勝利した！」と言ったと伝えています。その後、彼らは丘の上にいた足

の不自由な一人の男を除いて、一行全員を殺しました（『サヒーフ・ブハーリー』

4091）。 

https://sunnah.com/narrator/2234
https://sunnah.com/narrator/4716
https://sunnah.com/narrator/7633
https://sunnah.com/narrator/2050
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/narrator/2234
https://sunnah.com/narrator/4716
https://sunnah.com/narrator/4716
https://sunnah.com/narrator/7633
https://sunnah.com/narrator/2050
https://sunnah.com/narrator/2050
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/bukhari:4092
https://sunnah.com/bukhari:4091
https://sunnah.com/bukhari:4091
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

スィーラの注：イスラームに入った殺害者 

スィーラ書によれば、ハラームを突き刺した男ジャッバール・ブン・スルマーは、死に

ゆく者から「私は勝利した」という言葉を聞いてひどく驚きました。その意味を尋ね、

それが天国を得る勝利を意味すると教えられると、彼の心は動かされ、後にイスラーム

に入りました。 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』；イブン・ハジャル
『アル＝イサーバ』。  

 
教訓：信仰者にとって、アッラーの道での死は敗北ではなく勝利です。真の成功の

尺度は、この世での無事ではなく、アッラーのご満足です。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

災難時のクヌート 

マウーナの井戸に対するアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の悲しみは、非常に深いものでした。ア

ナス ��عنه  ا��� ر  は言いました：「預言者 صلى الله عليه وسلم は一か月の間クヌートを行い、リウルと

ザクワーンに災いを祈られた。」（『サヒーフ・ブハーリー』1003）。別の伝承で

アナスは言いました：「それがクヌートの始まりだった。それ以前、私たちはクヌ

ートをしていなかった。」（『サヒーフ・ブハーリー』4088）。 

項目 説明 

名前 
クヌート・ナーズィラ：ウンマに大きな災
難が降りかかったときのクヌート。 

時 
義務の礼拝、特に夜明けの礼拝で、最後の
ラクアのルクーウの後。 

期間 
アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は一か月間それを行われ
た（ブハーリー 1003、4090）。 

祈りの内容 
不当に扱われた人々のために祈り、起こっ
た不正を述べる。 

 
学者たちはこのハディースをクヌート・ナーズィラの根拠としています。戦争、迫

害、疫病など、ムスリムに大きな災難が降りかかったときに礼拝の中でささげる祈

りです。どこかの地でムスリムが迫害されると、今日でも多くのモスクで行われて

います。 

教訓：ウンマの悲しみは礼拝の中へと持ち込まれます。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はただ悲

しむだけでなく、一か月の間、絶え間なく祈り続けられました。 

https://sunnah.com/bukhari:1003
https://sunnah.com/bukhari:4088
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

「私たちの民に伝えてください」 

アナスのハディース（第 6章）には、驚くべきことが述べられています。アッラーは

マウーナの井戸の殉教者たちについてクルアーンの一節を啓示され、教友たちはし

ばらくそれを読誦していましたが、後にその読誦が廃止されたのです：「私たちの

民に伝えてください。私たちは主に会い、主は私たちに満足され、私たちを満足さ

せてくださった、と。」（『サヒーフ・ブハーリー』2801、4095）。 

その文言はもはやクルアーンとして読誦されませんが、その意味は、殉教者につい

ての他の節の中に生き続けています。アッラーは仰せられます： 

「アッラーがその恩恵として与えられたものに歓喜している」『タフスィール・イ

ブン・カスィール』3:170。 

廃止（ナスフ）の種類 例 

読誦が廃止され、意味は残る 
「私たちの民に伝えてください……」（ブ
ハーリー 2801） 

規定が廃止され、読誦は残る 
酒の規定の初期段階（2:219；4:43）— 第 10
章 

両方とも残る クルアーンのほとんどの節 

 
教訓：アッラーご自身が、殉教者たちの挨拶をその民に伝えられました。この世で

の悲しみは、永遠のご満足によって報われるのです。 

https://sunnah.com/bukhari:2801
https://sunnah.com/bukhari:4095
https://tafsir.app/ibn-katheer/3/170
https://tafsir.app/ibn-katheer/3/170
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

酒の禁止 

ウフドの後の重要な出来事の一つが、酒の最終的な禁止です。酒はアラブ社会に深

く根付いていたため、アッラーはそれを段階的に禁じられました： 

 
図 3：酒の禁止の段階。 

「あなたがた信仰する者よ、誠に酒と賭矢、偶像と占い矢は、忌み嫌われる悪魔の

業である。これを避けなさい。恐らくあなたがたは成功するであろう。」『タフス

ィール・イブン・カスィール』5:90。 

https://tafsir.app/ibn-katheer/5/90
https://tafsir.app/ibn-katheer/5/90


 

© 2026年 / 1448 AH 著作権所有 Hj Che Alim Hj Che Haron — ムスリムのための無料版 | ページ：26 / 75 

預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

教友たちはこの命令をどのように受け止めたのでしょうか。アブー・タルハの家で

飲み物を注いでいたアナス ��عنه  ا��� ر  が語っています： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 2464番 

ثنَاَ   بوُ َ��يْىَ�دََّ حِ�ِ� أ� َّ دُ �نُْ عبَدِْ ا�� َّ �ْ�َ�َ�اَ  �ُ�َ� انُ ، أ� ثنَاَ  عفََّ َ�ْ�ٍ، �دََّ ادُ �نُْ ز َّ ثنَاَ  �َ� ،  �اَبتٌِ ، �دََّ

�َ�ٍ عنَْ   �يِ طَلْ�ةََ، وكََ�نَ �َ�رْهُمُْ يوَمْئَذٍِ    أ� ـ ر�� ا��� عنه ـ كُنتُْ سَا�يَِ القْوَمِْ �يِ مَ�ْ�لِِ أ�

َ�رَْ قدَْ �ُ�مِّتَْ.   نَّ اْ�� إ�  َ�� �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� منُاَدِ�اً ينُاَديِ أ� َّ �َ�َ رسَُولُ ا�� الفْضَِيخَ، فَ��

بوُ طَلْ�ةََ اْ��جُْ  هرْقِهْاَ، �َ�رَجَْتُ فهَرَقَْ�ُ�اَ، �َ�رَتَْ �يِ سِككَِ ا�ْ�دَيِنةَِ فقَاَلَ   قاَلَ فقَاَلَ �يِ أ� فَ��

وَ�َ�ِ�ُ�ا   آمنَوُا  ا�َّ�ِ�نَ   �َ�َ� {ليَسَْ   ُ� َّ ا�� �ْ�لََ  فَ�� بطُوُ�ِ�مِْ.  �يِ  وَْ�ىَ  قوَمٌْ  قتُلَِ  قدَْ  القْوَمِْ  بعَضُْ 

َاتِ جُناَحٌ فيِماَ طَعمِوُا} ا��يةََ.  اِ��  الصَّ

訳： 

アナス ��عنه ا��� ر  は言いました：私はアブー・タルハの家で人々に飲み物を注いでいま

した。当時の彼らの飲み物はナツメヤシから作られたものでした。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم 

は触れ役に命じて告げさせました。「知れ、酒は禁じられた。」 アブー・タルハは私に

「外へ出てそれを流してしまえ」と言いました。私は外に出てそれを流しました。する

とそれはマディーナの路地を流れていきました。ある人々は言いました。「酒がまだ腹

の中にあるうちに殺された人々がいる。」するとアッラーは啓示されました：「信仰し

て善行に勤しむ者には、以前に食べたものについて罪はない……」（食卓章 5:93）。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：ムハンマド・ブン・アブドゥ・アッ＝ラヒー
ム・アブー・ヤフヤー ← アッファーン ← ハンマード・ブン・ザイド ← サービト（・ア
ル＝ブナーニー） ← アナス・ブン・マーリク ر�� ا��� عنه。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』不正の書、道に酒を流す章、ハ
ディース第 2464番；第 4620番にも。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:2464 

 

https://sunnah.com/narrator/7078
https://sunnah.com/narrator/5653
https://sunnah.com/narrator/2491
https://sunnah.com/narrator/2009
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/narrator/7078
https://sunnah.com/narrator/7078
https://sunnah.com/narrator/5653
https://sunnah.com/narrator/2491
https://sunnah.com/narrator/2009
https://sunnah.com/narrator/2009
https://sunnah.com/narrator/720
https://sunnah.com/bukhari:2464
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

マディーナの路地を流れた酒 

「本当か？」とも「先に飲み干してもよいか？」とも、誰一人尋ねませんでした。

布告が聞こえるやいなや酒の器はすぐに流され、酒はマディーナの路地を流れてい

きました。これこそサミウナー・ワ・アタウナー、「私たちは聞き、そして従いま

す」です。 

このハディースはまた、禁止がウフドの後であったことを示しています。酒が腹の

中にあるままウフドで殉教した教友たちがいましたが、アッラーは彼らに罪がない

ことを明らかにされました（食卓章 5:93）。規定は、啓示される前には適用されない

のです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

現代の健康研究における酒 

クルアーンは、酒の罪は「その益よりも大きい」と述べています（雌牛章 2:219）。

現代の健康研究はこの警告を裏付けています。世界保健機関（WHO）は 2023 年、健

康にとって安全なアルコール摂取量は存在しないこと、アルコールは長らくグルー

プ 1の発がん性物質に分類されてきたこと、そして少なくとも 7種類のがんを引き起

こすことを述べました（WHO欧州、2023年）。 

WHOのデータ（2019年） 数値 

アルコールによる年間死亡者数 260万人（全死亡の 4.7%） 

アルコール関連のがんによる死亡 40万 1千人 

負傷（事故、暴力）による死亡 72万 4千人 

 
出典：WHO、2024 年 6 月 25 日。これらの数値が集められる十四世紀以上も前に、ク

ルアーンは酒を、敵意と憎しみを生む「悪魔の業」と呼んでいました（食卓章 5:91）。

そして暴力による負傷は、今日でもその最大の害の一つなのです。 

教訓：社会の変革には英知と段階が必要です。しかしアッラーの命令が明らかにな

れば、信仰者はためらうことなく直ちに従います。 

https://www.who.int/europe/news/item/04-01-2023-no-level-of-alcohol-consumption-is-safe-for-our-health
https://www.who.int/news/item/25-06-2024-over-3-million-annual-deaths-due-to-alcohol-and-drug-use-majority-among-men
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ナディール族の裏切りの企て 

ナディール族はマディーナの大きなユダヤ部族の一つで、ムスリムと和平の盟約を

結んでいました（第 8巻）。マウーナの井戸の後、彼らの意図をあらわにする出来事

が起こりました。 

スィーラの注：落とされかけた石 

スィーラ書によれば、マウーナの井戸の生存者の一人アムル・ブン・ウマイヤ・アッ＝

ダムリーが、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の保護下にあることを知らずに、アーミル族の男二人

を殺してしまいました。預言者はディヤ（血の代償金）を支払う必要があり、盟約に従

って分担を求めるため、ナディール族のもとへ赴かれました。 

ナディール族は表向きは歓迎しましたが、ひそかに、壁にもたれて座っていた預言者の

上に、壁の上から大きな石を落とそうと企てました。ジブリールがその企てを告げる

と、預言者は立ち上がり、急いでマディーナへ戻られました。 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』ナディール族の章；
『タフスィール・イブン・カスィール』5:11。https://tafsir.app/ibn-katheer/5/11 

 
イブン・カスィールは、この出来事を次の節の啓示の背景の一つとして挙げていま

す：「ある民があなたがたに手を伸ばそうとした時、アッラーはかれらの手をあな

たがたから押し止められた。あなたがたへのアッラーの恩恵を念じなさい」『タフ

スィール・イブン・カスィール』5:11。 

教訓：盟約は信託（アマーナ）です。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は盟約を果たすためにナデ

ィール族のもとへ来られましたが、彼らは暗殺の企てによってそれを裏切ったので

す。アッラーはご自身の使徒を守られました。 

https://tafsir.app/ibn-katheer/5/11
https://tafsir.app/ibn-katheer/5/11
https://tafsir.app/ibn-katheer/5/11
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

包囲と追放 

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はナディール族に、マディーナを去る選択肢を与えられました。

彼らは自分たちの砦と偽信者たちの援助の約束を頼みにして、拒みました。そこで

ムスリムは彼らを包囲しました。イブン・ウマル ��ع��ما  ا��� ر  がその結末を伝えてい

ます： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 4028番 

ثنَاَ   ْ��اَقُ �نُْ نَ�ْ�ٍ �دََّ ثنَاَ  إ� اقِ ، �دََّ زَّ َّ �ْ�َ�َ�اَ  عبَدُْ ا�� َ ، عنَْ  ا�نُْ �ُ�َْ�جٍ ، أ� ، عنَْ موُ�َ� �نِْ عقُْبةَ

َ ، عنَِ  �اَفـِـعٍ  ضِ��ِ،    ا�نِْ �ُ�رَ َّ �ْ�َ� �َ�يِ الن يَظْةَُ، فَ�� ضِ��ُ وقَرُ َّ ـ ر�� ا��� ع��ما ـ قاَلَ �اَرَبتَِ الن

وْ��دَهَمُْ  �ِ�اَءهَمُْ وأَ� فقَتَلََ رِ�اَ�َ�مُْ وقََ�َ�َ  يَظْةَُ  ى �اَرَبتَْ قرُ َّ ومَنََّ �لََْ��مِْ، حَ� يَظْةََ  َّ قرُ قرَ  وأَ�

مْواَ�َ�مُْ بَ�نَْ ا�ْ�سُْ�ِ�ِ�نَ إ�  �ْ�َ� وأَ� سْ�َ�وُا، وأَ� �يِِّ ص�� ا��� �ليه وس�� فآَمَ�َ�مُْ وأَ� َّ َّ بعَْ�َ�مُْ �َ�قِوُا �اِلن ��

�ِ �نِْ سَ��مٍَ وَ�َ�وُدَ �َ�يِ �اَرثِةََ، وكَُ�َّ  َّ همُْ �َ�يِ قيَنْقُاَعَ وهَمُْ رهَطُْ عبَدِْ ا�� َّ �َ�وُدِ   �َ�وُدَ ا�ْ�دَيِنةَِ كُ�

 ا�ْ�دَيِنةَِ.

訳： 

イブン・ウマル ��ع��ما ا��� ر  は言いました：ナディール族とクライザ族は（盟約を破って

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم と）戦いました。そこで預言者はナディール族を追放し、クライザ

族には留まることを許して、彼らから何も取りませんでした。やがて彼ら（クライザ

族）が再び戦うまでは……。その後、預言者はマディーナのユダヤ人全員を追放されま

した。アブドゥッラー・ブン・サラームの部族であるカイヌカー族、ハーリサ族のユダ

ヤ人、そしてマディーナのすべてのユダヤ人です。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：イスハーク・ブン・ナスル ← アブドゥ・ア
ッ＝ラッザーク ← イブン・ジュライジュ ← ムーサー・ブン・ウクバ ← ナーフィウ ← 
イブン・ウマル ر�� ا��� ع��ما。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』遠征の書、ナディール族の話の
章、ハディース第 4028番。訳文の中間部は要約。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

https://sunnah.com/narrator/928
https://sunnah.com/narrator/4533
https://sunnah.com/narrator/5223
https://sunnah.com/narrator/7756
https://sunnah.com/narrator/7863
https://sunnah.com/narrator/4967
https://sunnah.com/narrator/928
https://sunnah.com/narrator/4533
https://sunnah.com/narrator/4533
https://sunnah.com/narrator/5223
https://sunnah.com/narrator/7756
https://sunnah.com/narrator/7863
https://sunnah.com/narrator/4967
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:4028 

 
アッラーはその出来事をこう描かれます：「かれこそは、啓典の民の中の不信心な

者たちを、最初の集結の際にその住まいから追放された方である」『タフスィー

ル・イブン・カスィール』59:2。 

スィーラの注：ラクダの荷を背に去る 

スィーラ書によれば、包囲は約六夜続きました（十五日間とする伝承もあります）。最

終的にナディール族は、命の安全を条件に、ラクダに積めるものは武器を除いて持ち出

してよいという条件で退去に同意しました。一部はハイバルへ、一部はシャームへ去り

ました。 

クルアーンは、彼らが自らの手で家を壊したと述べています（59:2）。ムスリムに残さ

ないよう、戸や木材を外して持ち去ったのです。 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』；Wikipedia「Banu 
Nadir」。https://en.wikipedia.org/wiki/Banu_Nadir 

 
教訓：堅固な砦も、アッラーの定めから守ることはできません。彼らは自分たちの

砦が救ってくれると思っていましたが、アッラーは思いもよらない方向から罰をも

たらされました。 

https://sunnah.com/bukhari:4028
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/2
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/2
https://en.wikipedia.org/wiki/Banu_Nadir
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ナディール族のナツメヤシ 

包囲の間、ある行為が疑問を呼びました。ナディール族のナツメヤシの木々が切り

倒され、焼かれたのです。イブン・ウマル ��ع��ما  ا��� ر  が伝えています： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 4031番 

ثنَاَ   ُ �دََّ ثنَاَ  آدمَ يثُْ ، �دََّ َّ َ ، عنَِ  �اَفـِـعٍ ، عنَْ  الل قَ رسَُولُ   ا�نِْ �ُ�رَ ـ ر�� ا��� ع��ما ـ قاَلَ �َ�َّ

وْ  َ�ْ�ةَُ فَ�َ�لَتَْ {ماَ قطَعَْ�ُ�ْ منِْ ليِنةٍَ أ� ضِ��ِ وقَطَعََ وَْ�ىَ البْوُ َّ �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� َ��لَْ �َ�يِ الن َّ  ا��

 {ِ� َّ ذْنِ ا��  �َ�كَْتمُوُهاَ قاَ�ِ�ةًَ �َ�َ� أُصُو�ِ�اَ فبَإِ�

訳： 

イブン・ウマル ��ع��ما  ا��� ر  は言いました：アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は、ブワイラにあったナ

ディール族のナツメヤシを焼き、切り倒されました。そこで次の節が啓示されました。

「あなたがたがナツメヤシの木を切り倒しても、根元に立ったまま残しておいても、そ

れはアッラーの許しによるものである。」（集合章 59:5）。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：アーダム（・ブン・アビー・イヤース） ← 
アッ＝ライス ← ナーフィウ ← イブン・ウマル  ر�� ا��� ع��ما。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』遠征の書、ナディール族の話の
章、ハディース第 4031番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:4031 

 
「あなたがたが、ナツメヤシの木を切り倒しても、またその根の上に立たせて置い

ても、それはアッラーの御許しによるもので、アッラーの掟に背く者たちを卑しめ

られるためである。」『タフスィール・イブン・カスィール』59:5。 

通常、イスラームは戦争において木や作物を損なうことを禁じています。アブー・

バクルは軍に、実のなる木を切り倒さないよう命じました（『ムワッタア・マーリ

ク』）。しかしここでは、軍事上の必要からアッラーがそれを許されました。果樹

園と砦の陰に立てこもる敵を、より大きな流血なしに降伏させるためです。 

https://sunnah.com/narrator/2
https://sunnah.com/narrator/6641
https://sunnah.com/narrator/7863
https://sunnah.com/narrator/4967
https://sunnah.com/narrator/2
https://sunnah.com/narrator/6641
https://sunnah.com/narrator/7863
https://sunnah.com/narrator/4967
https://sunnah.com/bukhari:4031
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/5
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ユダヤ人たちは非難しました。「ムハンマドよ、お前は破壊を禁じているのに、な

ぜ木を切り倒すのか。」（『タフスィール・イブン・カスィール』59:5）。この節は、

切り倒すことも残すことも、どちらもアッラーの許しによるものだと答えています。

教訓：原則は守ることであり、例外は聖法の許しによってのみ認められます。 

イスラームにおける戦いの作法 

ナディール族のナツメヤシの出来事は、啓示によって許された例外です。イスラー

ムにおける戦いの原則は厳しい作法に縛られており、それはアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم ご自

身が教えられたものです： 

作法 根拠 

女性と子どもを殺さない 
殺された女性を見て、預言者はそれを禁じ
られた（ブハーリー 3015） 

約束を裏切らない 
「約束を裏切ってはならない」（ムスリム 
1731） 

遺体を損なわない 
「（遺体を）損なってはならない」（ムス
リム 1731） 

戦利品を盗まない 
「戦利品を不正に取ってはならない」（ム
スリム 1731） 

まずイスラームへ招く 
各部隊の長への預言者の訓戒（ムスリム 
1731） 

 
ブライダのハディース（『サヒーフ・ムスリム』1731）によれば、アッラーの使徒 

は部隊の長を任命するたびに、アッラーを畏れ、同行するムスリムに善く接する صلى الله عليه وسلم

よう命じ、その後にこれらの作法を述べられました。イスラームの戦いは無制限で

はなく、畏敬と公正に縛られているのです。 

https://sunnah.com/muslim:1731a
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

偽信者たちの偽りの約束 

ナディール族が退去を拒むほど強気だったのは、アブドゥッラー・ブン・ウバイと

偽信者たちが援助を約束していたからです。スィーラ書によれば、イブン・ウバイ

は二千人で助けると約束しました。アッラーはその約束を暴かれました： 

「あなたは、偽信者たちが啓典の民の中の不信心な仲間に言うのを見なかったのか。

「もしあなたがたが追放されるなら、わたしたちは一緒に出て行くであろう。あな

たがたのことに関しては、誰にも決して従わないであろう。またあなたがたがもし

攻撃されるならば、わたしたちは必ず助けるであろう。」だがアッラーは、かれら

が真に虚言の徒であることを立証なされる。」『タフスィール・イブン・カスィー

ル』59:11。 

アッラーは実際に何が起こるかを明らかにされました：「もしかれらが追放されて

も、（偽信者たちは）決して一緒に出て行かないであろう」『タフスィール・イブ

ン・カスィール』59:12。 

偽信者たちの約束 現実 

「お前たちが追放されれば、我々も一緒に
出て行く」 

一緒に出て行った者は一人もいなかった。 

「お前たちが攻められれば、我々が助け
る」 

包囲の間、援助は一度も来なかった。 

 
教訓：偽信者の約束を頼りにしてはなりません。彼らは安全なときには大胆に約束

しますが、試練が来ると逃げ出します。クルアーンはこのことを起こる前に明らか

にし、啓示の真実の証としたのです。 

https://tafsir.app/ibn-katheer/59/11
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/11
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/12
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/12
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ファイ（戦わずに得た財） 

ナディール族は戦闘なしに退去したため、彼らが残した財産は通常のガニーマ（戦

利品）ではなく、ファイでした。ウマル ��عنه  ا��� ر  は、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がそれを

どう用いられたかを説明しています： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 2904番 

ثنَاَ   �ِ �دََّ َّ ثنَاَ  �َ�ِ�ُّ �نُْ عبَدِْ ا�� هرْيِِّ ، عنَِ  �َ�رٍْو، عنَْ  سُفْياَنُ ، �دََّ ُّ وْسِ �نِْ  ، عنَْ  ا�� ماَلِِ� �نِْ أ�

َ ، عنَْ  اْ��دََ�اَنِ  �ُ �َ�َ� رسَُو�ِ�ِ    �ُ�رَ َّ فاَءَ ا�� ا أ� َّ ضِ��ِ ممِ َّ مْواَلُ �َ�يِ الن ـ ر�� ا��� عنه ـ قاَلَ كَ�نتَْ أ�

  ِ� َّ ا �َْ� يوُجِفِ ا�ْ�سُْ�ِ�وُنَ �لَيَهِْ ِ��يَلٍْ وَ��َ ركَِ�بٍ، فكََ�نتَْ �ِ�سَُولِ ا�� َّ ص�� ا��� �ليه وس�� ممِ

 ِ ةً، وكََ�نَ ينُفْ َّ َ��عْلَُ ماَ بَ�َِ� �يِ السِّ��حَِ ص�� ا��� �ليه وس�� �اَصَّ هْ�ِ�ِ نفَقَةََ سَنتَهِِ، �ُ� قُ �َ�َ� أ�

 .ِ� َّ ةً �يِ سَبيِلِ ا�� ْـ�ُ�اَعِ، �دَُّ  واَل

訳： 

ウマル ��عنه ا��� ر  は言いました：ナディール族の財産は、アッラーがその使徒に授けら

れたファイで、ムスリムが馬やラクダを駆って得たものではありませんでした。それゆ

えそれはアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم に特有のものでした。預言者は家族に一年分の生活費を与

え、残りを、アッラーの道に備える武器と馬に充てられました。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：アリー・ブン・アブドゥッラー（・アル＝マ
ディーニー） ← スフヤーン（・ブン・ウヤイナ） ← アムル（・ブン・ディーナール） 
← アッ＝ズフリー ← マーリク・ブン・アウス・ブン・アル＝ハダサーン ← ウマル・ブ
ン・アル＝ハッターブ ر�� ا��� عنه。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』ジハードと遠征の書、ハディー
ス第 2904番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:2904 

 

https://sunnah.com/narrator/5792
https://sunnah.com/narrator/3443
https://sunnah.com/narrator/6123
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/6660
https://sunnah.com/narrator/6660
https://sunnah.com/narrator/5913
https://sunnah.com/narrator/5792
https://sunnah.com/narrator/5792
https://sunnah.com/narrator/3443
https://sunnah.com/narrator/6123
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/6660
https://sunnah.com/narrator/5913
https://sunnah.com/narrator/5913
https://sunnah.com/bukhari:2904
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

アッラーはファイの分配の英知を定められました：「それは、あなたがたの中の富

裕な者たちの間だけで（財が）回らないようにするためである」『タフスィール・

イブン・カスィール』59:7。 

ガニーマ（戦利品） ファイ 

戦闘によって得たもの 戦闘なしに得たもの 

五分の四は戦士へ（8:41） 
アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم が公益のために管理
（59:7） 

例：バドル 例：ナディール族 

 
スィーラ書によれば、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はナディール族の土地の大部分を、貧しい

ムハージルーン（移住者）に分け与えられました。彼らがもはやアンサールに頼ら

ずにすむようにするためです。教訓：イスラームは財が巡り、富裕な者だけに集中

しないよう定めています。初めから公正な経済の原則だったのです。 

https://tafsir.app/ibn-katheer/59/7
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/7
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

集合章（スーラ・アル＝ハシュル） 

ナディール族の出来事の全体は、集合章（第 59 章）に刻まれています。サイード・

ブン・ジュバイルは言いました。私がイブン・アッバースに集合章のことを話すと、

彼は言いました：「それはナディール族の章と呼びなさい。」（『サヒーフ・ブハ

ーリー』4029）。 

節 目次 

59:1–5 ナディール族の追放；ナツメヤシ 

59:6–10 
ファイの財；ムハージルーン、アンサー
ル、そして後の世代 

59:11–17 偽信者たちの偽りの約束；悪魔のたとえ 

59:18–20 
畏敬への呼びかけと、明日への備えを省み
ること 

59:21–24 
クルアーンの偉大さとアッラーの美しい御
名 

 
この章は、非常に荘厳な節で締めくくられます：「もしわれがこのクルアーンを山

に下したならば、あなたはそれがアッラーを畏れて謙虚になり、裂け砕けるのを見

るであろう」『タフスィール・イブン・カスィール』59:21。 

教訓：アッラーは一つの歴史的出来事を永遠の教訓とされました。裏切り、偽信、

財の公正、そして畏敬についての教訓です。だからこそ 59:2 の節は次の呼びかけで

結ばれているのです：「だから目のある者たちよ、教訓とせよ。」 

https://sunnah.com/bukhari:4029
https://sunnah.com/bukhari:4029
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/21
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ウンム・サラマと災難の祈り 

ウンム・サラマの夫アブー・サラマは、ウフドの傷が再び出血して亡くなりました

（第 1章）。ウンム・サラマ ��ع��ا  ا��� ر  は深く愛していた夫を失い、幼い子どもたち

を抱えていました。彼女は、一つの祈りが人生をどう変えたかを語っています： 

ハディース — 『サヒーフ・ムスリム』第 918番 

ثنَاَ   ُّوبَ �دََّ ي ُ ، وَ َ��يْىَ �نُْ أ� ْ�ماَعيِلَ �نِْ جَعفْرٍَ�َ�يِعاً عنَْ    حُجرٍْ ، واَ�نُْ،  قتُيَبْةَ ُّوبَ   - ،  إ� ي قاَلَ ا�نُْ أ�

ثنَاَ   ْ�ماَعيِلُ �دََّ �ْ�َ�َ�يِ    -،  إ� فلْحََ ، عنَْ  سَعدُْ �نُْ سَعيِدٍأ� َ ، عنَِ ا�نِْ،  �ُ�رََ �نِْ كَثِ��ِ �نِْ أ�  سَفيِنةَ

َ عنَْ   �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� يقَوُلُ ماَ منِْ مسُْ�ٍِ� تصُِيبهُُ  أُمِّ سَ�َ�ةَ َّ �اَ قاَلتَْ �مَعِتُْ رسَُولَ ا�� َ�ّ ، أ�

�ُْ��يِ �يِ مصُِيبَ�يِ وأَ�  همَُّ أ� َّ ليَهِْ راَجِعوُنَ الل ا إ� َّ � �ِ وَ�� َّ ا �ِ� َّ � �ُ إ� َّ �َ�هَُ ا�� �ْلفِْ �يِ مصُِيبةٌَ فيَقَوُلُ ماَ أ�

 َّ �� ىُّ ا�ْ�سُْ�ِ�ِ�نَ �َ�ْ�ٌ  �َ�ْ�اً مِْ��اَ. إ� ُلتُْ أ� بوُ سَ�َ�ةََ ق ا ماَتَ أ� َّ �ُ �َ�ُ �َ�ْ�اً مِْ��اَ. قاَلتَْ فَ�َ� َّ �ْلفََ ا��  أ�

�ْلفََ   ُلْ�ُ�اَ فَ�� �يِّ ق َّ إ� �ِ ص�� ا��� �ليه وس��. �ُ� َّ �ىَ رسَُولِ ا�� لُ بيَتٍْ هاَ�َ�َ إ� وَّ �يِ سَ�َ�ةََ أ� منِْ أ�

�ُ �يِ رسَُولَ ا� َّ �ِ ص�� ا��� �ليه وس��  ا�� َّ �ىََّ رسَُولُ ا�� رْسَلَ إ� �ِ ص�� ا��� �ليه وس��. قاَلتَْ أ� َّ �

ا ابنَْ�ُ�اَ فنَدَْعُ  مَّ �اَ غيَوُرٌ. فقَاَلَ أ� نَّ �يِ بنِتْاً وأَ� َلتْعَةََ َ��طْبُُ�يِ �َ�ُ فقَلُتُْ إ� �يِ ب �َ  �اَطبَِ �نَْ أ� َّ و ا��

دْعوُ  نْ يغُنِْ�َ�اَ عَْ��اَ وأَ� نْ �َْ�هبََ �اِلغَْ�ْ�ةَِ. أ� �َ أ� َّ  ا��

訳： 

ウンム・サラマ ��ع��ا  ا��� ر  は言いました。私はアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がこう言われるのを聞

きました：「災難に見舞われたムスリムが、アッラーの命じられた言葉『インナー・リ

ッラーヒ・ワ・インナー・イライヒ・ラージウーン。アッラーフンマ・アジュルニー・

フィー・ムスィーバティー・ワ・アフリフ・リー・ハイラン・ミンハー』（まことに私

たちはアッラーのものであり、彼のもとに帰る者です。アッラーよ、私の災難において

報いを与え、それよりも良いものを代わりにお与えください）を唱えるなら、アッラー

は必ずより良いものを代わりにお与えになる。」 アブー・サラマが亡くなったとき、私

は言いました：「ムスリムの中で、アブー・サラマより良い人がいるでしょうか。アッ

ラーの使徒 صلى الله عليه وسلم のもとへ最初に移住した家族なのに。」 それでも私はその言葉を唱えま

した。するとアッラーは、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم を私の代わりとしてお与えくださいまし

https://sunnah.com/narrator/8212
https://sunnah.com/narrator/6460
https://sunnah.com/narrator/5757
https://sunnah.com/narrator/1012
https://sunnah.com/narrator/1012
https://sunnah.com/narrator/3243
https://sunnah.com/narrator/5997
https://sunnah.com/narrator/5957
https://sunnah.com/narrator/8101
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

た。 アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はハーティブ・ブン・アビー・バルタアを遣わして私に求婚さ

れました。私は言いました。「私には娘がいますし、私はとても嫉妬深い女です。」預

言者は言われました。「娘については、アッラーが彼女を満たしてくださるよう祈ろ

う。そしてあなたの嫉妬がなくなるよう、私はアッラーに祈ろう。」 

伝承経路： イマーム・ムスリムの伝承：ヤフヤー・ブン・アイユーブ、クタイバ、イブ
ン・フジュル ← イスマーイール・ブン・ジャアファル ← サアド・ブン・サイード ← ウ
マル・ブン・カスィール・ブン・アフラフ ← イブン・サフィーナ ← ウンム・サラマ 

ع��ا ا��� ر�� 。 

出典： イマーム・ムスリム『サヒーフ・ムスリム』葬儀の書、災難の時に唱える言葉の
章、ハディース第 918番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ムスリム』に収録。 

典拠：https://sunnah.com/muslim:918a 

 
その祈りはクルアーンの節から始まります：「本当にわたしたちは、アッラーのも

の。かれの御許にわたしたちは帰ります」『タフスィール・イブン・カスィール』

2:156。 

「アブー・サラマより良い人がいるでしょうか？」 

ウンム・サラマは自分の気持ちに正直でした。夫より良い人を想像できなかったの

です。それでも彼女は、アッラーの使徒 mengamalkan doa が教えた祈りを実践しまし

た。そしてアッラーは、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم ご自身を代わりとしてお与えになったの

です。スィーラ書によれば、その結婚はヒジュラ暦 4年シャウワール月のことでした。 

ウンム・サラマはその後、信仰者たちの母（ウンマハート・アル＝ムウミニーン）

の中でも最も聡明な一人となりました。彼女の意見は、後にフダイビヤでの大きな

危機を解決することになります。また彼女は預言者の妻たちの中で最後に亡くなっ

た人でした。教訓：災難の時の祈りは単なる言葉ではなく、アッラーがより良いも

ので代えてくださるという確信なのです。 

https://sunnah.com/narrator/8212
https://sunnah.com/narrator/6460
https://sunnah.com/narrator/5757
https://sunnah.com/narrator/5757
https://sunnah.com/narrator/1012
https://sunnah.com/narrator/3243
https://sunnah.com/narrator/5997
https://sunnah.com/narrator/5997
https://sunnah.com/narrator/5957
https://sunnah.com/narrator/8101
https://sunnah.com/muslim:918a
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https://tafsir.app/ibn-katheer/2/156
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ザイド・ブン・サービト、ユダヤ文字を学ぶ 

この時期、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は、聡明なアンサールの若者ザイド・ブン・サービト 

عنه  ا��� ر��  に一つの任務を与えられました。ザイドは言いました：「アッラーの使徒 

は私にユダヤの文字を学ぶよう命じ、『アッラーにかけて、私は自分の書簡につ صلى الله عليه وسلم

いてユダヤ人を信用していない』と言われました。半月も経たないうちに、私はそ

れを習得しました。預言者が彼らに書簡を送るときは私が書き、彼らが預言者に書

簡を送ってくると私が読み上げました。」（『スナン・アビー・ダーウード』3645、

ハサン・サヒーフと評価；『ジャーミウ・アッ＝ティルミズィー』2715にも）。 

ザイド・ブン・サービトの役割 説明 

翻訳者・書簡の書記 
半月でユダヤ文字を習得（アブー・ダーウ
ード 3645） 

啓示の書記 
アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の啓示の書記の一人（ブ
ハーリー 4986） 

クルアーンの編纂者 
アブー・バクルからクルアーンの編纂を託
された（ブハーリー 4986） 

 
後にアブー・バクルは、クルアーンを集める役目にザイドを選び、こう言いました。

「あなたは聡明な若者で、私たちはあなたの誠実さを疑っていない。そしてあなた

はかつてアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم のために啓示を書き記していた。」（『サヒーフ・ブハ

ーリー』4986）。 

教訓：アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は若者の知識と才能に投資されました。言語と新しい技能

を身につけることはウンマの力の一部です。そしてその能力が、後にウンマ全体の

ためにクルアーンを守ることになったのです。 

https://sunnah.com/abudawud:3645
https://sunnah.com/bukhari:4986
https://sunnah.com/bukhari:4986
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ザート・アッ＝リカーウ 

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はまた、攻撃のために集結していたガタファーンの諸部族（ムハ

ーリブ族とサアラバ族）に立ち向かうため、ナジュドの方面へ出陣されました。そ

の道のりは非常に過酷でした。アブー・ムーサー・アル＝アシュアリー ��عنه  ا��� ر  は

こう語っています： 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 4128番 

ثنَاَ   �نُْ العَْ��ءَِ �دََّ دُ  َّ ثنَاَ  �ُ�َ� َ ، �دََّ بوُ أُسَامةَ َ ، عنَْ  أ� �يِ �ُ�دْةَ �نِْ أ�  ِ� َّ ا�� �نِْ عبَدِْ   ِ�ْ�َ �يِ  ، عنَْ  �ُ� أ�

 َ �يِ موُ�َ�، عنَْ  �ُ�دْةَ �يِِّ ص�� ا��� �ليه وس�� �يِ غََ�اةٍ    أ� َّ ـ ر�� ا��� عنه ـ قاَلَ �َ�جَْناَ معََ الن

ظْفاَريِ، وَ  قدْاَمنُاَ ونَقَبِتَْ قدَمَاَىَ وسََقطَتَْ أ� ةُ نفَرٍَ بيَنْنَاَ بعَِ��ٌ نعَتْقَبِهُُ، فنَقَبِتَْ أ� َّ َّا  وََ��نُْ سِت �ُ�

فسَمُِّ  اْ��رِقََ،  رْ�لُنِاَ  أ� َلفُُّ �َ�َ�  اْ��رِقَِ �َ�َ� ن نعَصِْبُ منَِ  َّا  �ُ� ِ�اَ  � ا��قِّاَعِ،  ذاَتِ  يتَْ غَْ�وةََ 

 َ هُ �َ�هِ َّ ن ذْ�ُ�هَُ. كَ�� نْ أ� صْنعَُ �أِ� َّ �َ�هَِ ذاَكَ، قاَلَ ماَ كُنتُْ أ� بوُ موُ�َ� �ِ�ذَاَ، �ُ� ثَ أ� رْ�لُنِاَ، وَ�دََّ   أ�

فشْاَهُ.  نْ يكَوُنَ �َْ�ءٌ منِْ �َ�َ�ِ�ِ أ�  أ�

訳： 

アブー・ムーサー ��عنه ا��� ر  は言いました：私たちは預言者 صلى الله عليه وسلم とともにある遠征に出ま

した。六人で一頭のラクダを分け合い、交代で乗っていました。私たちの足は薄くなっ

て傷つき、私の足も傷ついて爪がはがれました。私たちは布切れで足を巻いたので、そ

の遠征はザート・アッ＝リカーウ（布切れの遠征）と名づけられました。足に布を巻い

たからです。 アブー・ムーサーはこのハディースを語ると後悔し、「なぜ私はこれを話

してしまったのか」と言いました。自分の行いを人に明かすのを嫌ったかのようでし

た。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：ムハンマド・ブン・アル＝アラー ← アブ
ー・ウサーマ ← ブライド・ブン・アブドゥッラー・ブン・アビー・ブルダ ← アブー・
ブルダ ← アブー・ムーサー・アル＝アシュアリー ر�� ا��� عنه。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』遠征の書、ザート・アッ＝リカ
ーウの戦いの章、ハディース第 4128番。 

https://sunnah.com/narrator/6852
https://sunnah.com/narrator/2484
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等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:4128 

 
 
 
 

スィーラの注：ザート・アッ＝リカーウはいつか？ 

イブン・イスハークはこの遠征を、ナディール族の後のヒジュラ暦 4 年としています。

しかしイマーム・ブハーリーは、それがハイバルの後（ヒジュラ暦 7 年）に起こったと

考えました。参加したアブー・ムーサー・アル＝アシュアリーがマディーナに来たのは

ハイバルの後だったからです。イブン・ハジャルは『ファトフ・アル＝バーリー』でこ

の相違を論じています。 

本書はスィーラ書の順序に従ってここで取り上げ、ブハーリーの見解も記しています。

アッラーこそが最もよくご存じです。 

参照： 
『サヒーフ・ブハーリー』遠征の書、ザート・アッ＝リカーウの戦いの章；イブン・ハジャル
『ファトフ・アル＝バーリー』。https://sunnah.com/bukhari:4125 

 
アブー・ムーサーの態度に注目してください。自分の苦労を語ったことを後悔した

のは、行いの誠実さが損なわれるのを恐れたからです。教訓：教友たちは大きな困

難の中で奮闘しましたが、行いがアッラーのための誠実なものであり続けるよう、

自分の善行を隠したのです。 

https://sunnah.com/bukhari:4128
https://sunnah.com/bukhari:4125
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

「誰がお前を救えるのか？」 

ナジュドからの帰り道、アッラーの使徒 tawakal の完全なアッラーへの信頼（タワッ

クル）を示す出来事が起こりました。ジャービル・ブン・アブドゥッラー ��ا���  ر  

 ：はこう語っています ع��ما 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 2910番 

ثنَاَ   َانِ �دََّ �َ بوُ ا�ْ� �ْ�َ�َ�اَ  أ� هرْيِِّ ، عنَِ  شُعيَبٌْ ، أ� ُّ �َ�يِ  ا�� ؤَ�يُِّ ، قاَلَ �دََّ �يِ سِناَنٍ ا��ُّ ،  سِناَنُ �نُْ أ�

ْ��نَِ وَ  َّ بوُ سَ�َ�ةََ �نُْ عبَدِْ ا�� نَّ    أ� ِ أ� � َّ ا�� هُ، غََ�ا معََ    �اَ�ِ�َ �نَْ عبَدِْ  َّ ن أ�  َ�َ�ْ� ـ ر�� ا��� ع��ما ـ أ�

�ِ ص�� ا��� �ليه وس�� قفَلََ  َّ ا قفَلََ رسَُولُ ا�� َّ �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� قبِلََ َ��دٍْ، فَ�َ� َّ رسَُولِ ا��

�ِ ص�� ا� َّ دْركََْ��مُُ القْاَئِ�َ�ُ �يِ واَدٍ كَثِ��ِ العْضَِاهِ، فَ�َ�لََ رسَُولُ ا�� قَ معَهَُ، فَ�� َّ �� �ليه وس�� وتَفَرَ

َ� �ِ�اَ سَيفْهَُ   َّ �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� َ��تَْ �مَرُةٍَ وَ�َ� َّ جَرِ، فَ�َ�لََ رسَُولُ ا�� ُّ�نَ �اِلشَّ اسُ �َْ�تظَِ� َّ الن

عْ�اَ�يٌِّ فقَاَ ذاَ عنِدْهَُ أ� �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� �َْ�عوُ�اَ وَ�� َّ ذاَ رسَُولُ ا�� نَّ هذَاَ  وَ�ِ�نْاَ نوَمْةًَ، فإَ� لَ إ�

�اَ �اَِ��ٌ، فاَسْتيَقْظَْتُ وهَوَْ �يِ �َ�هِِ صَلتْاً. فقَاَلَ منَْ �َ�نْعَكَُ مِ�يِّ فقَلُتُْ   ا�ْ�َ�طََ �َ�َ�َّ سَيْ�ِ� وأَ�

�ُ. ثَ��َ�اً وَ�َْ� يعُاَقبِهُْ وَ�لَسََ.  َّ  ا��

訳： 

ジャービル・ブン・アブドゥッラー ��ع��ما  ا��� ر  は、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم とともにナジュ

ドの方面へ遠征に出たと言いました。帰る途中、棘のある木の多い谷にいるとき、昼の

暑い時刻となりました。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم と人々は休憩し、日陰を求めて散らばりま

した。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は一本の木の下で休み、剣をその木に掛けられました。 私た

ちが眠っていると、突然アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم が私たちを呼ばれました。そのそばには一

人のベドウィンがいました。預言者は言われました：「この男は、私が眠っている間に

私の剣を抜いた。私が目を覚ますと、剣は抜かれて彼の手にあった。彼は言った。『誰

が私からお前を救えるのか？』私は答えた。『アッラーだ』と、三度。」 預言者は彼を

罰されず、彼は座り込みました。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：アブー・アル＝ヤマーン ← シュアイブ ← ア
ッ＝ズフリー ← スィナーン・ブン・アビー・スィナーン・アッ＝ドゥアリー と アブ

https://sunnah.com/narrator/1382
https://sunnah.com/narrator/3801
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/3653
https://sunnah.com/narrator/4903
https://sunnah.com/narrator/2069
https://sunnah.com/narrator/1382
https://sunnah.com/narrator/3801
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/3653
https://sunnah.com/narrator/4903
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ー・サラマ・ブン・アブドゥ・アッ＝ラフマーン ← ジャービル・ブン・アブドゥッラ
ー ر�� ا��� ع��ما。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』ジハードと遠征の書、ハディー
ス第 2910番；第 4135～4136番にも。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:2910 

 

「アッラーだ」 

目を覚ましたばかりの預言者の頭上で、一人の男が抜き身の剣を握っていました。

護衛は一人もいません。預言者の答えはただ一語、「アッラーだ。」 別の伝承では、

その男はガウラス・ブン・アル＝ハーリスと名指されています（『サヒーフ・ブハ

ーリー』4136）。 

さらに驚くべきことに、立場が逆転してその男が預言者の手中に落ちたとき、アッ

ラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は彼を罰されませんでした。（『サヒーフ・ブハーリー』以外の）一

部の伝承によれば、その男は自分の民のもとへ帰り、「私は最も優れた人のもとか

ら来た」と言ったといいます。 

教訓：真のタワックルとは、剣の切っ先にあってもアッラーとともに心が安らいで

いることです。そして赦しは、弱い者ではなく強い者の品性なのです。 

https://sunnah.com/narrator/4903
https://sunnah.com/narrator/2069
https://sunnah.com/narrator/2069
https://sunnah.com/bukhari:2910
https://sunnah.com/bukhari:4136
https://sunnah.com/bukhari:4136
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

恐怖時の礼拝 

敵の脅威のもとで、アッラーは恐怖時の礼拝（サラート・アル＝ハウフ）の方法を

教えられました。戦場においても集団礼拝が捨てられないようにするためです。ア

ッラーは仰せられます： 

「あなたがかれら（信者）の中にあって、かれらと礼拝に立つ時は、（まず）かれ

らの一部をあなたと共に（礼拝に）立たせそしてかれらに武器を持たせなさい。か

れらがサジダ（して第 1のラカート「礼拝の単位」）を終えたならば、あなたがたの

後ろに行かせ、それからまだ礼拝し ない他の一団に、あなたと共に礼拝（の第 2 の

ラカート）をさせ（て礼拝を終わり）、かれらに武器を持たせ警戒させなさい。不

信者たちは、あなたがたが武器や行李をゆるがせにする隙に乗じ、一挙に飛びかか

って襲おうと望んでいる。ただし雨にあい、またはあなたがたが病気の時、自分の

武器をおいても罪はない。だが用心の上に用心しなさい。アッラーは不信者のため

に恥ずべき懲罰を備えられる。」『タフスィール・イブン・カスィール』4:102。 

ハディース — 『サヒーフ・ブハーリー』第 942番 

ثنَاَ   َانِ �دََّ �َ بوُ ا�ْ� �ْ�َ�َ�اَ  أ� هرْيِِّ ، عنَِ  شُعيَبٌْ ، قاَلَ أ� ُّ �يُِّ ص�� ا���  ا�� َّ لتْهُُ هلَْ صَ�َّ� الن ، قاَلَ سَأ�

�ْ�َ�َ�يِ   ٌ �ليه وس�� يعَْ�يِ صَ��ةََ اْ��وَفِْ قاَلَ أ� نَّ    سَا�ِ� َ أ� �ِ �نَْ �ُ�رَ َّ ـ ر�� ا��� ع��ما ـ    عبَدَْ ا��

�َ�مُْ   العْدَوَُّ فصََاففَْناَ  ا��� �ليه وس�� قبِلََ َ��دٍْ، فوَاَزَينْاَ  �ِ ص��  َّ ا�� قاَلَ غََ�وْتُ معََ رسَُولِ 

قبْلَتَْ طَائفِةٌَ  �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� يصَُ�ِّ� لنَاَ فقَاَمتَْ طَائفِةٌَ معَهَُ تصَُ�ِّ�، وأَ� َّ فقَاَمَ رسَُولُ ا��

 َ انْ�َ�فَوُا �َ�  َّ َ��دْتََ�نِْ، �ُ� ا��� �ليه وس�� �ِ�نَْ معَهَُ، وََ��دََ  �ِ ص��  َّ ا�� ورَكََعَ رسَُولُ  العْدَوُِّ   �

�ِ ص�� ا��� �ليه وس�� �ِ�مِْ ركَْعةًَ،  َّ َاءوُا، فرَكََعَ رسَُولُ ا�� َّ�يِ �َْ� تصَُلِّ، �َ� ائفِةَِ ال مكََ�نَ الطَّ

 َّ �َ، فقَاَمَ كُّ�ُ واَِ�دٍ مِْ��مُْ فرَكََعَ لنِفَْسِهِ ركَْعةًَ وََ��دََ َ��دْتََ�نِْ. وََ��دََ َ��دْتََ�نِْ �ُ� َّ  سَ�

訳： 

アブドゥッラー・ブン・ウマル ��ع��ما ا��� ر  は言いました：私はアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم とと

もにナジュドの方面へ遠征しました。私たちは敵と向き合い、列を整えました。アッラ

https://tafsir.app/ibn-katheer/4/102
https://sunnah.com/narrator/1382
https://sunnah.com/narrator/3801
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/3194
https://sunnah.com/narrator/4967
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ーの使徒 صلى الله عليه وسلم は立って礼拝を導かれ、一隊は預言者とともに礼拝し、もう一隊は敵に向

かっていました。 アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は最初の一隊とともにルクーウし、二度サジダさ

れました。それから彼らはまだ礼拝していない一隊の位置へ移り、その一隊がやって来

て、預言者は彼らとともに一ラクアを礼拝し、ルクーウと二度のサジダをして、サラー

ムで終えられました。その後、彼らの一人ひとりが立ち上がり、各自で一ラクアを完成

させました。 

伝承経路： イマーム・ブハーリーの伝承：アブー・アル＝ヤマーン ← シュアイブ ← ア
ッ＝ズフリー ← サーリム ← アブドゥッラー・ブン・ウマル ر�� ا��� ع��ما。 

出典： イマーム・ブハーリー『サヒーフ・ブハーリー』恐怖時の礼拝の書、ハディース
第 942番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』に収録。ハディース学者の総意に
より、クルアーンに次いで最も真正な書である。 

典拠：https://sunnah.com/bukhari:942 

 

 
図 4：イブン・ウマルのハディースによる恐怖時の礼拝の一つの方法。 

学者たちは、アッラーの使徒 beberapa cara から伝えられた恐怖時の礼拝には、敵の

位置や戦場の状況に応じていくつかの方法があると述べています。ザート・アッ＝

https://sunnah.com/narrator/1382
https://sunnah.com/narrator/3801
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/7272
https://sunnah.com/narrator/3194
https://sunnah.com/narrator/4967
https://sunnah.com/bukhari:942
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

リカーウについてのジャービルの伝承では、預言者は各隊とそれぞれ二ラクアを礼

拝されました（『サヒーフ・ブハーリー』4136）。 

教訓：武装した敵の前でさえ集団礼拝が免除されないのなら、平和な時にはなおさ

らです。礼拝は、どんな状況でも捨てられることのない宗教の柱なのです。 

https://sunnah.com/bukhari:4136
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

約束のバドル 

ウフドの戦いの終わりに、アブー・スフヤーンはムスリムに翌年バドルで再び相ま

みえようと挑みました（スィーラ書）。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم はその挑戦を受けられま

した。その時が来ると、偽信者たちや一部の人々は、クライシュ族の強大さについ

て恐ろしい噂を広めました。アッラーは仰せられます： 

「かの悪魔は、かれの追従者たちを、恐れさせるだけである。だからあなたがたが

真の信者ならば、かれらを畏れずわれを畏れなさい。」『タフスィール・イブン・

カスィール』3:175。 

スィーラの注：後のバドル（ヒジュラ暦 4年シャアバーン月） 

スィーラ書によれば、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は約 1,500人の教友とともにバドルへ出陣し、

クライシュ族を待って八日間そこに陣を張られました。アブー・スフヤーンはマッカを

出ましたが、干ばつの年を口実に途中で引き返しました。 

一方ムスリムはバドルの市場で商いをし、利益を得て帰りました。一部の注釈者は、

3:173–175 の節をこの出来事とハムラー・アル＝アサドに結びつけています（『タフスィ

ール・イブン・カスィール』）。 

参照： 
イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』；『タフスィール・
イブン・カスィール』3:173–175。https://tafsir.app/ibn-katheer/3/175 

 
教訓：ウフドからわずか一年で、ムスリムは自信を取り戻し、約束を守りました。

一方、挑んできた敵は退いたのです。ウフドで傷ついたマディーナの威信は、流血

なしに回復されました。 

https://tafsir.app/ibn-katheer/3/175
https://tafsir.app/ibn-katheer/3/175
https://tafsir.app/ibn-katheer/3/175
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

本巻の物語の典拠 

本巻の物語は、信頼度の異なる三種類の典拠を通して私たちに伝わっています。本

書は、読者が何が確かで何が広く知られた話なのかを知ることができるよう、三つ

を区別しています： 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

 
図 5：本書の物語の典拠の信頼度。 

物語 典拠と等級 

酒；ナディール族；ナツメヤシ；ファイ；
偽信者；恐怖時の礼拝 

クルアーン（5:90–93；59:2–12；4:102）— 確
実 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

物語 典拠と等級 

ラジーウ；フバイブ；アースィムと蜂 『サヒーフ・ブハーリー』3045 — 真正 

マウーナの井戸；ハラーム；クヌート；廃
止された節 

『サヒーフ・ブハーリー』4090、4092、
1003、2801 — 真正 

ウンム・サラマと災難の祈り 『サヒーフ・ムスリム』918 — 真正 

ザイド・ブン・サービト、ユダヤ文字を学
ぶ 

『スナン・アビー・ダーウード』3645 — ハ
サン・サヒーフ 

落とされかけた石；ザイド・ブン・アッ＝
ダスィナ；後のバドル 

スィーラ書（イブン・イスハーク）— 広く
知られる 

ザート・アッ＝リカーウの年代 
見解が分かれる：ヒジュラ暦 4年（イブ
ン・イスハーク）またはハイバルの後（ブ
ハーリー） 

 
スィーラ書の話が必ずしも偽りであるわけではありません。信頼されたスィーラ学

者たちが伝えたものです。しかし、それはクルアーンや真正なハディースと同じ等

級ではありません。この電子書籍は、イスラーイーリーヤート（イスラエル伝承）

や明らかに偽造された伝承は含めていません。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ハサンとフサインの誕生 

試練の年月のただ中で、アッラーはアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の家庭に喜びを授けられまし

た。預言者の娘ファーティマ ��ع��ا  ا��� ر  とアリー・ブン・アビー・ターリブ ��ا���  ر  

に、二人の息子が授けられたのです。スィーラ書（イブン・サアドほか）によれ عنه 

ば、ハサンはヒジュラ暦 3年ラマダーン月の半ば、つまりウフドの数週間前に生まれ、

フサインはヒジュラ暦 4年シャアバーン月に生まれました。二人の正確な誕生日につ

いては、歴史家の間で若干の相違があります。 

二人の孫のためのアキーカ 

ハディース：ハサンとフサインのアキーカ 

イブン・アッバース ��ع��ما ا��� ر  は、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がハサンとフサインのためにア

キーカ（誕生の犠牲）を行い、一人につき雄羊一頭をささげられたと伝えています。ナ

サーイーの伝承では、一人につき雄羊二頭とされています。 

等級：サヒーフ（真正）—『スナン・アビー・ダーウード』2841；『スナン・アン＝ナ

サーイー』4219。 

 
このハディースはアキーカのスンナの基礎となっています。ウンマを導き敵に立ち

向かう多忙さも、孫たちのために家庭のスンナを果たすことを妨げませんでした。 

祖父としての愛情 

ハディース：「アッラーよ、私はこの子を愛しています」 

アル＝バラー・ブン・アーズィブ ��عنه ا���  ر  は言いました。私は、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم が

ハサン・ブン・アリーを肩に担ぎながら、こう言われるのを見ました。「アッラーよ、

私はこの子を愛しています。ですからこの子を愛してください。」 

等級：サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』3749。 

 

https://sunnah.com/abudawud:2841
https://sunnah.com/nasai:4219
https://sunnah.com/nasai:4219
https://sunnah.com/bukhari:3749
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ハディース：二輪のライハーン（香草） 

イブン・アビー・ヌウムは言いました。イラクの一人の男が、イフラーム中の者がハエ

を殺すことの規定についてイブン・ウマル ��ع��ما ا��� ر  に尋ねました。イブン・ウマルは

言いました。「イラクの人々はハエの血について尋ねるが、彼らはアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم 

の孫を殺したではないか！預言者 صلى الله عليه وسلم は言われたのだ。『二人（ハサンとフサイン）

は、この世における私の二輪のライハーンである。』」 

等級：サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』3753。 

 

ハディース：天国の若者たちの長 

アブー・サイード・アル＝フドリー ��عنه ا��� ر  は、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がこう言われたと

伝えています。「ハサンとフサインは、天国の住人である若者たちの長である。」 

等級：サヒーフ（真正）—『ジャーミウ・アッ＝ティルミズィー』3768（ティルミズィ

ー：ハサン・サヒーフ）。 

 

二つの集団の和解者 

ハディース：「私のこの息子はサイイドである」 

アブー・バクラ  ��عنه ا��� ر  は言いました。私はアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم が説教壇の上におら

れ、ハサン・ブン・アリーがそのそばにいるのを見ました。預言者は時に人々を、時に

ハサンを見つめながら言われました。「まことに私のこの息子はサイイド（高貴な指導

者）である。願わくはアッラーが、この子によってムスリムの二つの大集団の間を和解

させてくださるように。」 

等級：サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ブハーリー』2704。 

 
この予言はヒジュラ暦 41年に実現しました。ハサン ��عنه  ا��� ر  が流血を止めるため、

カリフ位をムアーウィヤ ��عنه ا��� ر  に譲ったのです。その年は「アーム・アル＝ジャ

https://sunnah.com/bukhari:3753
https://sunnah.com/tirmidhi:3768
https://sunnah.com/bukhari:2704
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

マーア」（統合の年）として知られています。ウフドの年に生まれた赤子が、後に

ウンマの和解者となったのです。 

教訓 

試練と恵みは交互にやって来ます。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がおじと教友たちを失ったそ

の同じ年に、アッラーは目を涼しくする孫たちをお与えになりました。子どもへの

預言者の愛情、肩に担ぎ、彼らのために祈る姿は、すべての親と祖父母の手本です。

どれほど忙しくても、子や孫に愛情を示すことを妨げてはならないのです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ヒジュラ暦 4年の遠征隊（サリーヤ） 

ウフドの後、マディーナ周辺のいくつかの部族は、ムスリムの力は折れたと考えま

した。彼らはマディーナを攻撃するために軍を集め始めました。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم 

は素早く行動し、小部隊（サリーヤ）を送って、その企てが大きくなる前に打ち砕

かれました。下の表は、本巻で述べるヒジュラ暦 4年の軍事的な出来事をまとめたも

のです。 

月 出来事 概要 典拠 

ヒジュラ暦 4
年ムハッラ
ム月 

アブー・サラマ
のカタンへの遠
征隊 

マディーナ攻撃の準備をしていたア
サド族の地へ約 150人を派遣。敵は
大きな戦闘なしに散った。 

スィーラ書（イ
ブン・サアド） 

ヒジュラ暦 4
年ムハッラ
ム月 

アブドゥッラ
ー・ブン・ウナ
イス 

ウラナで軍を集めていたハーリド・
ブン・スフヤーン・アル＝フザリー
を止めるため、単身で派遣された。 

『スナン・アビ
ー・ダーウー
ド』1249；スィ
ーラ書 

ヒジュラ暦 4
年サファル
月 

ラジーウ 
十人の宣教者がアダル族とカーラ族
に裏切られた（第 2～5章）。 

『サヒーフ・ブ
ハーリー』3045 

ヒジュラ暦 4
年サファル
月 

マウーナの井戸 
七十人のクッラーが殺された（第 6
～9章）。 

『サヒーフ・ブ
ハーリー』
4090、4092 

ヒジュラ暦 4
年ラビー
ウ・アル＝
アウワル月 

ナディール族 包囲と追放（第 11～16章）。 集合章 59:2–6 

ヒジュラ暦 4
年（見解が
分かれる） 

ザート・アッ＝
リカーウ 

ナジュドへの遠征；恐怖時の礼拝
（第 19～21章）。 

『サヒーフ・ブ
ハーリー』4128 

ヒジュラ暦 4
年シャアバ
ーン月 

約束のバドル 
ムスリムはバドルで八夜待ったが、
クライシュ族は来なかった（第 22
章）。 

イムラーン家章 
3:173–175 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

 

アブー・サラマと古傷 

アブー・サラマ・アブドゥッラー・ブン・アブドゥ・アル＝アサド ��عنه  ا��� ر  は、ア

ッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم のいとこで乳兄弟であり、カタンへの遠征隊を率いました。スィー

ラ書によれば、ウフドで負った傷が帰還後に再び出血し、彼は亡くなりました。そ

の死後のウンム・サラマの祈りの物語は、第 17章で語りました。 

アブドゥッラー・ブン・ウナイス：歩きながらの礼拝 

ハディース：身ぶりによる礼拝 

アブドゥッラー・ブン・ウナイス ��عنه ا���  ر  は言いました。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は私を、

ウラナとアラファの方面にいたハーリド・ブン・スフヤーン・アル＝フザリーのもとへ

遣わし、「行って彼を討て」と言われました。私が彼を見つけたとき、午後（アスル）

の礼拝の時刻が来ていました。私は「彼との間に何かが起こって礼拝が遅れてしまうの

ではないか」と恐れました。そこで私は、身ぶりで礼拝しながら彼の方へ歩いて行きま

した。 

等級：イブン・ハジャル（『ファトフ・アル＝バーリー』）はその伝承経路をハサンと

評価 — 『スナン・アビー・ダーウード』1249。 

 
学者たちはこのハディースを「サラート・アッ＝ターリブ」、すなわち敵を追って

いて取り逃がすことを恐れる者の、軽減された方法での礼拝の根拠としています。

スィーラ書はさらに、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がアブドゥッラー・ブン・ウナイスに、審

判の日における二人の間のしるしとして一本の杖を贈り、その杖は彼とともに埋葬

されたと付け加えています。この追加はアフマドとイブン・イスハークが伝えたも

ので、その伝承経路については見解が分かれています。 

https://sunnah.com/abudawud:1249
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

教訓 

敗北を弱さのしるしにしてはなりません。アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は敵がマディーナに来

るのを待たず、勇敢な小部隊で先手を打たれました。そして重大な任務の最中にも、

アブドゥッラー・ブン・ウナイスは時刻どおりに礼拝を守りました。これは、どれ

ほど忙しくても礼拝の義務は免除されず、イスラームはその方法を軽くするだけだ

と教えています。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

本巻の人物 

本巻には、殉教した人、生き残った人、イスラームに敵対した人など、多くの名前

が登場します。下の表は、読者が彼らを簡単に知る助けとなります。 

ムスリム側 

人物 役割 典拠 

アースィム・ブン・
サービト 

ブハーリーによればラジーウの一行の長。遺
体は蜂に守られた（第 5章）。 

『サヒーフ・ブハ
ーリー』3045 

マルサド・ブン・ア
ビー・マルサド・ア
ル＝ガナウィー 

イブン・イスハークによればラジーウの一行
の長。ラジーウで殉教。 

スィーラ書 

フバイブ・ブン・ア
ディー 

捕らえられマッカで殺された。殺される前に
二ラクアを礼拝した最初の人（第 3～4章）。 

『サヒーフ・ブハ
ーリー』3045 

ザイド・ブン・アッ
＝ダスィナ 

フバイブとともに捕らえられ、タンイームで
殺された。 

スィーラ書（イブ
ン・イスハーク） 

アル＝ムンズィル・
ブン・アムル・アッ
＝サーイディー 

マウーナの井戸の一行の長。殉教。 スィーラ書 

ハラーム・ブン・ミ
ルハーン 

手紙の運び手。「カアバの主にかけて、私は
勝利した！」（第 7章）。 

『サヒーフ・ブハ
ーリー』4092 

アーミル・ブン・フ
ハイラ 

アブー・バクルの元奴隷。遺体が天に上げら
れた（第 6章）。 

『サヒーフ・ブハ
ーリー』4093 

アムル・ブン・ウマ
イヤ・アッ＝ダムリ
ー 

マウーナの井戸の生存者。盟約のあるアーミ
ル族の男二人を誤って殺した。 

スィーラ書 

カアブ・ブン・ザイ
ド 

マウーナの井戸で負傷したまま置き去りにさ
れたが生き延び、後にハンダクで殉教。 

スィーラ書 

アブー・サラマとウ
ンム・サラマ 

アブー・サラマはウフドの傷で亡くなり、ウ
ンム・サラマは信仰者たちの母となった（第
17章）。 

『サヒーフ・ムス
リム』918 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

人物 役割 典拠 

ザイド・ブン・サー
ビト 

短期間でユダヤ文字を習得した（第 18章）。 
『スナン・アビ
ー・ダーウード』
3645 

 

敵対した側 

人物 役割 典拠 

アーミル・ブン・ア
ッ＝トゥファイル 

リウル、ザクワーン、ウサイヤの部族をそそ
のかしてクッラーを殺させたアーミル族の
長。 

スィーラ書；ブハ
ーリーの伝承にも
言及 

アブー・バラー・ア
ーミル・ブン・マー
リク 

マウーナの井戸の一行に保護を保証したが、
その保証は甥のアーミル・ブン・アッ＝トゥ
ファイルによって裏切られた。 

スィーラ書 

フヤイイ・ブン・ア
フタブ 

裏切りを企てたナディール族の長（第 11
章）。 

スィーラ書 

アブドゥッラー・ブ
ン・ウバイ 

ナディール族に偽りの援助を約束した偽信者
の頭目（第 14章）。 

集合章 59:11 

ガウラス・ブン・ア
ル＝ハーリス 

ザート・アッ＝リカーウでアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم 

に剣を抜いた男（第 20章）。 
『サヒーフ・ブハ
ーリー』4136 

アブー・スフヤー
ン・ブン・ハルブ 

バドルでの再会を約束したが来なかった（第
22章）。後のマッカ征服の際にイスラームに
入った。 

スィーラ書 

 
スィーラ書によれば、ザイド・ブン・アッ＝ダスィナが殺される前、アブー・スフ

ヤーンが彼に尋ねました。「今ここにムハンマドがお前の代わりにいて、お前は家

族と一緒にいられたらと願わないか？」ザイドは答えました。「アッラーにかけて、

私が家族と座っている間に、ムハンマドが今いる場所で棘一本に刺されることさえ

望まない。」アブー・スフヤーンは言いました。「ムハンマドの教友たちがムハン

マドを愛するほど、誰かが誰かを愛するのを私は見たことがない。」この物語はス
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ィーラの伝承（イブン・イスハーク）で、広く知られていますが、真正の段階には

達していません。 

教訓 

すべての出来事の陰には、それぞれの名前と選択を持つ人間がいます。最後の一滴

の血まで忠実であることを選んだ者もいれば、約束しておきながら裏切りを選んだ

者もいます。彼らの名前を知ることでスィーラはいっそう生き生きとし、歴史は最

終的に一人ひとりの選択を記録するのだと思い出させてくれます。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

出来事の場所 

本巻の出来事は、ヒジャーズとナジュド周辺のいくつかの場所で起こりました。今

日でも知られている場所もあれば、ヤークート・アル＝ハマウィーの『諸国辞典

（ムウジャム・アル＝ブルダーン）』のような古い歴史書や地理書から、おおよそ

しか分からない場所もあります。 

場所 出来事 位置 

ラジーウ 十人の宣教者への裏切り 
ウスファーンとマッカの間、ハダアの地
域にあるフザイル族の井戸。 

タンイーム 
フバイブとザイド・ブ
ン・アッ＝ダスィナが殺
された場所 

マッカの聖域の外、北の方角。今日ここ
にはアーイシャ・モスクがあり、マッカ
の住民がウムラを行う際のミーカート
（入域地点）となっている。 

マウーナの井戸 七十人のクッラーの殺害 
ナジュドの方面、アーミル族の土地とス
ライム族の溶岩台地の間にある井戸。 

ナディール族の集
落 

包囲と追放 
マディーナ南東部のアーリヤ地区、クバ
ーの近く。 

ブワイラ 
切り倒されたナツメヤシ
（第 13章） 

ナディール族のナツメヤシ園。この名は
『サヒーフ・ブハーリー』4031に出てく
る。 

ハイバルとシャー
ム 

追放後のナディール族の
行き先 

その大部分はハイバルへ、一部はシャー
ムへ移った。 

ザート・アッ＝リ
カーウ 

遠征と恐怖時の礼拝 
ナジュドのナフル地域、ガタファーン族
の土地。 

 約束のバドル 
バドル：年に一度の市が立つ場所で、ヒ
ジュラ暦 2年の戦場。 

 
ラジーウとマウーナの井戸の正確な位置は、今日では確定できません。その位置を

確認した考古学的調査がないため、本書には詳細な地図を載せていません。上の推

定は古典的な地理書に基づいています。 

https://en.wikipedia.org/wiki/Masjid_Aisha
https://en.wikipedia.org/wiki/Khaybar
https://en.wikipedia.org/wiki/Badr,_Saudi_Arabia
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

教訓 

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم の宣教はマディーナに限られませんでした。教友たちはクルアー

ンを伝えるために、砂漠や岩山、人里離れた井戸を越えて行きました。その痕跡が

時とともに地上から消えてしまっても、これらの地名は彼らの犠牲の証人なのです。 



 

© 2026年 / 1448 AH 著作権所有 Hj Che Alim Hj Che Haron — ムスリムのための無料版 | ページ：63 / 75 

預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

年表：ヒジュラ暦 3年ラマダーンから 4年シャウワールま
で 

次の表は、本巻の出来事を時間の順に並べたものです。日付は信頼できるスィーラ

書によるもので、見解の分かれる日付にはその旨を記しています。 

時期 出来事 章 

ヒジュラ暦 3年ラマ
ダーン月 

ハサン・ブン・アリーの誕生 24 

ヒジュラ暦 3年シャ
ウワール月 

ウフドの戦いとハムラー・アル＝アサド（第 10
巻） 

1 

ウフドの後 酒の最終的な禁止（正確な日付は見解が分かれる） 10 

ヒジュラ暦 4年ムハ
ッラム月 

アブー・サラマのカタンへの遠征隊；アブドゥッラ
ー・ブン・ウナイス 

25 

ヒジュラ暦 4年サフ
ァル月 

ラジーウの出来事 2～5 

ヒジュラ暦 4年サフ
ァル月 

マウーナの井戸の出来事 6～7 

ヒジュラ暦 4年サフ
ァル月～ラビーウ・
アル＝アウワル月 

一か月間のクヌート・ナーズィラ 8 

ヒジュラ暦 4年ラビ
ーウ・アル＝アウワ
ル月 

ナディール族の包囲と追放；集合章の啓示 11～16 

ヒジュラ暦 4年ジュ
マーダー・アル＝ア
ーヒラ月 

アブー・サラマの死去（イブン・サアドによる；別
の見解もある） 

17、25 

ヒジュラ暦 4年（見
解が分かれる） 

ザート・アッ＝リカーウと恐怖時の礼拝（ブハーリ
ーはハイバルの後とする） 

19～21 

ヒジュラ暦 4年シャ
アバーン月 

フサイン・ブン・アリーの誕生 24 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

時期 出来事 章 

ヒジュラ暦 4年シャ
アバーン月 

約束のバドル 22 

ヒジュラ暦 4年シャ
ウワール月 

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がウンム・サラマと結婚 17 

 

教訓 

約一年の間に、マディーナの社会は敗北、宣教者たちの殺害、隣人の裏切り、そし

て戦争の脅威に直面しました。しかし同じ時期に、聖法は整えられ、アッラーの使

徒 صلى الله عليه وسلم の家族は増え、ムスリムは勇敢にバドルへと出陣しました。出来事を一本の年

表で見ると、試練と勝利がしばしば並んで進むことが分かります。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

「試練に次ぐ試練」についてのよくある質問 

1. なぜアッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は、ラジーウの出来事の後も宣教者を送り続け
られたのですか？ 

マウーナの井戸の出来事はラジーウの直後に起こりました。その一行は、保護を保

証したアブー・バラーの求めに応じて派遣されたのです。一度の裏切りで宣教の責

任がなくなるわけではありません。預言者は、ナジュドの諸部族がイスラームを受

け入れることを願って、なおもクッラーを送られたのです。 

2. フバイブが殺される前に二ラクアを礼拝した最初の人というのは本当
ですか？ 

はい。ブハーリーのハディースは、捕らわれの身で殺されるすべてのムスリムのた

めに二ラクアの礼拝をスンナとして始めたのはフバイブ ��عنه ا��� ر  だと述べています

（『サヒーフ・ブハーリー』3045；第 4章）。 

3. クヌート・ナーズィラと夜明けの礼拝のクヌートの違いは何ですか？ 

クヌート・ナーズィラは、ウンマに大きな災難が降りかかったときに唱えるもので、

アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم がマウーナの井戸の後に一か月間行われたものです（『サヒー

フ・ブハーリー』1003；第 8章）。夜明けの礼拝で常にクヌートを行うことは別の法

学上の問題で、シャーフィイー派では他の典拠に基づいてスンナとされています。

本書ではそれを論じません。 

4. 酒はいつ禁じられたのですか？ 

酒の禁止は段階的に行われました。雌牛章 2:219、次に女性章 4:43、そして最後に食

卓章 5:90–91です。ジャービル ��عنه  ا��� ر  は、一部の教友がウフドの朝に酒を飲み、

その日のうちに殉教したこと、そしてそれは酒が禁じられる前のことだったと述べ

ています（『サヒーフ・ブハーリー』4618）。これは、最終的な禁止がウフドの後

であったことを示しています（第 10章）。 

https://sunnah.com/bukhari:3045
https://sunnah.com/bukhari:1003
https://sunnah.com/bukhari:1003
https://sunnah.com/bukhari:4618
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

5. ナディール族は殺されたのですか？ 

いいえ。彼らは追放され、武器を除いてラクダが運べる財産を持ち出すことを許さ

れました。クルアーンは、彼らが自らの手で家を壊したと述べています（集合章 

59:2；第 12章）。 

6. イスラームは破壊を禁じているのに、なぜナツメヤシが切り倒された
のですか？ 

それは特別な戦時の状況において、アッラーの許しによって行われました。集合章 

59:5 でアッラーが仰せられているとおりです（第 13 章）。作物を損なうことの一般

的な禁止はそのまま残ります。この例外は、その時の戦争上の必要に限られたもの

です。 

7. ファイとガニーマの違いは何ですか？ 

ファイは、ナディール族の財産のように、戦闘なしに得た敵の財産です（集合章 

59:6–7；第 15章）。ガニーマは戦闘によって得た戦利品で、その分配は戦利品章 8:41

に述べられています。 

8. なぜその遠征はザート・アッ＝リカーウと名づけられたのですか？ 

アブー・ムーサー・アル＝アシュアリー ��عنه ا��� ر  は、長い道のりを歩いたために足

が傷つき、布切れ（リカーウ）で足を巻いたと語っています（『サヒーフ・ブハー

リー』4128；第 19章）。 

9. ザート・アッ＝リカーウで剣を抜いた男は誰ですか？ 

ブハーリーの伝承では、その名はガウラス・ブン・アル＝ハーリスとされています

（『サヒーフ・ブハーリー』4136）。ジブリールが彼の胸を突いて剣が落ちたとい

う追加の話は一部のスィーラ書にありますが、その伝承経路は弱いものです。 

https://quran.com/59/2
https://quran.com/59/2
https://quran.com/59/5
https://quran.com/59/5
https://quran.com/59/6-7
https://quran.com/59/6-7
https://sunnah.com/bukhari:4128
https://sunnah.com/bukhari:4128
https://sunnah.com/bukhari:4136
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

10. なぜアブー・スフヤーンはバドルに来なかったのですか？ 

スィーラ書によれば、アブー・スフヤーンはクライシュ族の軍とともに出発しまし

たが、干ばつの季節を口実に引き返しました。クルアーンは、脅されても出陣した

ムスリムを称えています。「アッラーこそはわたしたちにとって万全であり、最も

優れた守護者であられる」（イムラーン家章 3:173；第 22章）。 

11. アーミル・ブン・フハイラの遺体が天に上げられたというのは本当で
すか？ 

アーミル・ブン・フハイラが殺された後に上げられたという伝承は、『サヒーフ・

ブハーリー』4093 にあります。それは目に見えない世界の出来事であり、私たちは

伝えられたとおりに受け入れ、ハディースに述べられていない詳細を付け加えませ

ん。 

12. なぜ本巻は「試練に次ぐ試練」と名づけられたのですか？ 

ウフドの後の一年間に、試練が次々とやって来たからです。ラジーウとマウーナの

井戸での裏切り、ナディール族の脅威、教友たちの死、そしてクライシュ族の脅威

です。アッラーは仰せられます。「われは恐れや飢え、財産や生命や果実の損失で、

必ずあなたがたを試みる」（雌牛章 2:155）。 

教訓 

これらの質問は、ヒジュラ暦 4年のスィーラが、法学、信仰、品性の教訓にいかに富

んでいるかを示しています。真正な伝承と弱い伝承を区別することで、確かでない

物語に頼らずに、確信をもって教訓を得ることができます。 

https://quran.com/3/173
https://sunnah.com/bukhari:4093
https://sunnah.com/bukhari:4093
https://quran.com/2/155
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

教訓と結び 

ウフドとハンダクの間の期間は、マディーナの社会にとって最も困難な年月でした。

宣教者たちの喪失、隣人の裏切り、そして外からの脅威です。しかし同じ時期に、

彼らの信仰はいっそう堅固になり、聖法はいっそう完成していきました。 

教訓 本巻から 

捕らわれの中での堅固さ 
フバイブ：信義、二ラクアの礼拝、信仰の
詩（3045） 

真の勝利 
「カアバの主にかけて、私は勝利した！」
（4092） 

悲しみを祈りの中へ 一か月のクヌート（1003） 

すみやかな服従 マディーナの路地に流された酒（2464） 

約束を裏切った結末 ナディール族の追放（59:2；4028） 

財の公正 
「富裕な者たちの間だけで財が回らないよ
うに」（59:7） 

災難の時の祈り 
ウンム・サラマはより良いもので代えられ
た（ムスリム 918） 

タワックルと赦し 剣の切っ先で「アッラーだ」（2910） 

礼拝は捨てられない 敵の前での恐怖時の礼拝（4:102；942） 

 

私たちの人生における試練 

すべての信仰者は「試練に次ぐ試練」を経験します。愛する人の喪失、裏切り、恐

れ、そして生活の苦難です。本巻は、信仰者の答えが昔から変わらないことを教え

ています。「まことに私たちはアッラーのものであり、彼のもとに帰る者です」と

唱え、それから努力し、祈り、忍耐し続けるのです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

インシャー・アッラー、『預言者伝（スィーラ）』はハンダク（部族連合）の戦い

（第 12 巻）へと続きます。敵の連合軍全体がマディーナを包囲し、ムスリムが塹壕

を掘った戦いです。アッラーこそが最もよくご存じです。 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

参考文献 

クルアーンとタフスィール 

聖クルアーン、ウスマーン版のアラビア語本文と三田了一訳。https://quran.com/ms 

イブン・カスィール『偉大なるクルアーンの解釈（タフスィール・アル＝クルアーン・アル

＝アズィーム）』（雌牛章 2:156、219；イムラーン家章 3:169–175；女性章 4:43、102；食卓章 

5:11、90–93；集合章 59:1–21）。https://tafsir.app/ibn-katheer/59/2 

ハディース 

『サヒーフ・ブハーリー』942、1003、2464、2801、2904、2910、3015、3045、4028、4029、

4031、4088、4090、4091、4092、4093、4095、4128、4136、4986。https://sunnah.com/bukhari 

『サヒーフ・ムスリム』918、1731。https://sunnah.com/muslim 

『スナン・アビー・ダーウード』3645；『ジャーミウ・アッ＝ティルミズィー』2715。
https://sunnah.com/abudawud:3645 

スィーラと歴史の書 

イブン・ヒシャーム『預言者伝（アッ＝スィーラ・アン＝ナバウィーヤ）』（イブン・イス

ハークからの伝承）— ラジーウ、マウーナの井戸、ナディール族、ザート・アッ＝リカー

ウ、後のバドルの章。 

イブン・サアド『大伝記集（アッ＝タバカート・アル＝クブラー）』；イブン・ハジャル・

アル＝アスカラーニー『アル＝イサーバ』。 

サフィーユッラフマーン・アル＝ムバーラクプーリー『封印された美酒（アッ＝ラヒーク・

アル＝マフトゥーム）』— ウフドの後の章。 

イブン・ハジャル・アル＝アスカラーニー『ファトフ・アル＝バーリー（サヒーフ・ブハー

リー注釈）』――遠征の書。 

Wikipedia「Expedition of Al Raji」。https://en.wikipedia.org/wiki/Expedition_of_Al_Raji 

Wikipedia「Expedition of Bir Maona」。https://en.wikipedia.org/wiki/Expedition_of_Bir_Maona 

Wikipedia「Invasion of Banu Nadir」。https://en.wikipedia.org/wiki/Invasion_of_Banu_Nadir 

https://quran.com/ms
https://tafsir.app/ibn-katheer/59/2
https://sunnah.com/bukhari
https://sunnah.com/muslim
https://sunnah.com/abudawud:3645
https://en.wikipedia.org/wiki/Expedition_of_Al_Raji
https://en.wikipedia.org/wiki/Expedition_of_Bir_Maona
https://en.wikipedia.org/wiki/Invasion_of_Banu_Nadir
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

Wikipedia「Banu Nadir」。https://en.wikipedia.org/wiki/Banu_Nadir 

Wikipedia「Umm Salama」。https://en.wikipedia.org/wiki/Umm_Salama 

Wikipedia「Zayd ibn Thabit」。https://en.wikipedia.org/wiki/Zayd_ibn_Thabit 

ハディースと追加の典拠 

『サヒーフ・ブハーリー』3749（アッラーの使徒 。（の肩の上のハサン صلى الله عليه وسلم 

https://sunnah.com/bukhari:3749 

『サヒーフ・ブハーリー』3753（二輪のライハーン）。https://sunnah.com/bukhari:3753 

『ジャーミウ・アッ＝ティルミズィー』 3768（天国の若者たちの長）。
https://sunnah.com/tirmidhi:3768 

『 サ ヒ ー フ ・ ブ ハ ー リ ー 』 2704 （ 二 つ の 集 団 の 和 解 者 ハ サ ン ） 。
https://sunnah.com/bukhari:2704 

『スナン・アビー・ダーウード』 2841（ハサンとフサインのアキーカ）。
https://sunnah.com/abudawud:2841 

『スナン・アビー・ダーウード』1249（身ぶりで礼拝したアブドゥッラー・ブン・

ウナイス）。https://sunnah.com/abudawud:1249 

『サヒーフ・ブハーリー』4618（ウフドの朝の酒）。https://sunnah.com/bukhari:4618 

『サヒーフ・ブハーリー』 4136（ガウラス・ブン・アル＝ハーリス）。
https://sunnah.com/bukhari:4136 

Wikipedia「Masjid Aisha」（タンイーム）。https://en.wikipedia.org/wiki/Masjid_Aisha 

https://en.wikipedia.org/wiki/Banu_Nadir
https://en.wikipedia.org/wiki/Umm_Salama
https://en.wikipedia.org/wiki/Zayd_ibn_Thabit
https://sunnah.com/bukhari:3749
https://sunnah.com/bukhari:3753
https://sunnah.com/tirmidhi:3768
https://sunnah.com/bukhari:2704
https://sunnah.com/abudawud:2841
https://sunnah.com/abudawud:1249
https://sunnah.com/bukhari:4618
https://sunnah.com/bukhari:4136
https://en.wikipedia.org/wiki/Masjid_Aisha
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

支援と寄付 

この電子書籍はムスリムのために完全に無料で発行されており、決して販売しては

なりません。研究費、ウェブサイト quranscience.my の運営費、そして次の電子書籍の

発行のためのご寄付を心から歓迎します ― ただし、義務ではありません。アッラー

がすべてのご寄付を継続する施し（サダカ・ジャーリヤ）としてお受け入れくださ

いますように。 

雌牛章 2:261 

�بَتَتۡ سَبۡعَ سَنَابلَِ ِ�  
َٔ ِ كَمَثَلِ حَبَّةٍ ا مَۡ�لٰهَُمۡ ِ� سَبيِلِ ٱ�َّ

َٔ ِينَ ينُفقُِونَ ا ثَلُ ٱ�َّ مَّ
ُ َ�سِٰعٌ عَليِمٌ   ُ يَُ�عٰفُِ لمَِن �شََاءُٓۚ وَٱ�َّ ِ سُ�بُلةٍَ مِّايْةَُٔ حَبَّةٍ� وَٱ�َّ

ّ�ُ٢٦١ 
アッラーの道のために自分の所有するものを施す者を例えてみれば、ちょうど 1粒が 7
穂を付け、1穂に百粒を付けるのと同じである。アッラーは御心に適う者に、倍加して

くださる。アッラーは厚施にして全知であられる。 

訳：三田了一 — quran.com/2:261 

 

サバア章 34:39 

نفَقۡتُم مِّن 
َٔ ۚۥ وَمَآ ا قُلۡ إِنَّ رَّ�ِ يبَۡسُطُ ٱلرّزِۡقَ لمَِن �شََاءُٓ مِنۡ عِبَادهِۦِ وََ�قۡدِرُ َ�ُ

زقَِِ�  ءٍ َ�هُوَ ُ�ۡلفُِهُۖۥ وهَُوَ خَۡ�ُ ٱلرَّٰ ۡ�َ٣٩ 
言ってやるがいい。『本当にわたしの主は、そのしもべの中から御心に適う者に、御恵
みを豊かに与えまた或る者には乏しく授けられる。かれはあなたがたが（主の道のため
に）施すものはすべて返される。かれは最も優れた御恵を与える方であられる。』 

訳：三田了一 — quran.com/34:39 

 

ハディース — 『サヒーフ・ムスリム』第 2588番 

https://quranscience.my/
https://quran.com/2:261?translations=35
https://quran.com/34:39?translations=35
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ثنَاَ  ُّوبَ �دََّ ي ُ ، َ��يْىَ �نُْ أ� ثنَاَ  واَ�نُْ، حُجرٍْ، وقَتُيَبْةَ ْ�ماَعيِلُ، قاَلوُا �دََّ عنَِ  - وهَوَُ ا�نُْ جَعفْرٍَ -إ�

ِيهِ ، عنَْ  العَْ��ءَِ  ب َ ، عنَْ  أ� َ�ْ�ةَ �يِ هرُ �ِ ص�� ا��� �ليه وس�� قاَلَ « ماَ نقَصََتْ أ� َّ ، عنَْ رسَُولِ ا��

 ُ � َّ َّ رفَعَهَُ ا�� �� �ِ إ� َّ �دٌَ �ِ� ا ومَاَ توَاَضَعَ أ� َّ عِّ�ً �� �ُ عبَدْاً بعِفَْوٍ إ� َّ  ». صَدقَةٌَ منِْ ماَلٍ ومَاَ زاَدَ ا��

訳： 

アブー・フライラ ر�� ا��� عنه によれば、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は言われた。「施しは財産を

減らさない。人を赦すしもべに、アッラーは尊厳しか増し加えない。アッラーのために

へりくだる者を、アッラーは必ず高められる。」 

伝承経路： イマーム・ムスリムの伝承：ヤフヤー・ブン・アイユーブ、クタイバ・ブ
ン・サイードとアリー・ブン・フジュル ← イスマーイール・ブン・ジャアファル ← ア
ル＝アラー・ブン・アブドッラフマーン ← 父 アブドッラフマーン・ブン・ヤアクーブ 
← アブー・フライラ ر�� ا��� عنه 。 

出典： イマーム・ムスリム『サヒーフ・ムスリム』善行・親族の絆・作法の書、赦しと
謙虚さを勧めることの章、ハディース第 2588番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ムスリム』に収録。 

典拠：https://sunnah.com/muslim:2588 

 

ハディース — 『サヒーフ・ムスリム』第 1631番 

ثنَاَ  ُّوبَ �دََّ ي ثنَاَ  واَ�نُْ حُجرٍْ - يعَْ�يِ ا�نَْ سَعيِدٍ -وقَتُيَبْةَُ، ، َ��يْىَ �نُْ أ� ْ�ماَعيِلُ، قاَلوُا �دََّ هوَُ  -إ�

ِيهِ ، عنَْ  العَْ��ءَِ عنَِ    -  ا�نُْ جَعفْرٍَ ب َ ، عنَْ  أ� َ�ْ�ةَ �يِ هرُ �ِ ص�� ا��� �ليه وس��  أ� َّ نَّ رسَُولَ ا�� ، أ�

 ُ وْ �ِ�ْ�ٍ ي يةٍَ أ� َّ منِْ صَدقَةٍَ �اَرِ �� َثةٍَ إ� َّ منِْ ثَ�� �� �ْ�اَنُ انقْطَعََ عنَهُْ �َ�َ�ُ�ُ إ� ذاَ ماَتَ ا��� نتْفَعَُ  قاَلَ « إ�

وْ وَ�َ�ٍ صَاِ��ٍ �َْ�عوُ �َ�ُ ».   بهِِ أ�

訳： 

アブー・フライラ ر�� ا��� عنه によれば、アッラーの使徒 صلى الله عليه وسلم は言われた。「人が死ぬと、

その行いは三つを除いて途絶える。継続する施し（サダカ・ジャーリヤ）、役に立つ知

識、またはその人のために祈る正しい子どもである。」 

伝承経路： イマーム・ムスリムの伝承：ヤフヤー・ブン・アイユーブ、クタイバ・ブ
ン・サイードとアリー・ブン・フジュル ← イスマーイール・ブン・ジャアファル ← ア
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

ル＝アラー・ブン・アブドッラフマーン ← 父 アブドッラフマーン・ブン・ヤアクーブ 
← アブー・フライラ ر�� ا��� عنه 。 

出典： イマーム・ムスリム『サヒーフ・ムスリム』遺言の書、死後に人に届く報奨の
章、ハディース第 1631番。 

等級： サヒーフ（真正）—『サヒーフ・ムスリム』に収録。 

典拠：https://sunnah.com/muslim:1631 

 

ジャザークムッラーフ・ハイラン・カスィーラ（多大なる善い
報いがありますように） 
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預言者伝（スィーラ） 試練に次ぐ試練 

上の QRコード（DuitNow）を読み取って寄付できます。 

 
海外からのご寄付：寄付するボタンをクリックするか、こちらへ paypal.me/quranscience 

https://paypal.me/quranscience
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